
広  報広  報

P U B L I C  R E L A T I O N S  M I F U N E  T O W NP U B L I C  R E L A T I O N S  M I F U N E  T O W NP U B L I C  R E L A T I O N S  M I F U N E  T O W N

3
20122012

毎月１回15日発行毎月１回15日発行

No.532No.532No.532No.532

陸
上
を
始
め
て
わ
ず
か
2
年
で
、
上
益
城
郡
の
タ
ス
キ
を
背

負
い
、
天
草
路
を
駆
け
た
御
船
中
2
年
の
髙
田
凛
太
郎
選
手

（
高
木
）。県
内
最
高
峰
の
大
舞
台
で
、物
お
じ
し
な
い
攻
め
の

走
り
は
、次
な
る
夢
へ
と
加
速
す
る
。（
14
㌻
に
関
連
記
事
）
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五百旗頭　真
い お き べ まこと

さ
ん

梅雨前線豪雨
（平成19年７月）

梅雨前線による豪雨で河川が氾濫し
た豪雨災害。美里町では道路寸断、
土砂崩れで集落が孤立した。

（参考）熊本県防災情報ホームページ　（写真）熊本県大水害寫眞集

県南集中豪雨
（平成15年７月）

九州の広範囲を襲った集中豪雨。水
俣市では大規模な土石流が民家を直
撃。19人が犠牲になった。

台風18号災害
（平成11年９月）

県内全土が大きな被害を受けた台風
災害。宇城市（旧不知火町）では、
高潮で12人が犠牲になった。

白川大水害
（昭和28年６月）

県北中部を中心に発生した集中豪
雨。死者・行方不明者は500人超、
家屋全壊は1,000戸を超えた大水害。

幾度となく自然の猛威にさらされて
きた熊本。過去にどのような災害が
発生しているのでしょうか。熊本を
襲った災害を年表で振り返ります。

て
が

熊本県
災害年表

多
く
の
命
を
救
っ
た
奇
跡

　

災
害
が
起
き
た
と
き
、
あ
な
た

を
助
け
て
く
れ
る
の
は
誰
だ
と
思

い
ま
す
か
。
自
衛
隊
や
警
察
、
消

防
署
の
人
だ
と
思
い
ま
す
か―

。

　

東
日
本
大
震
災
の
死
者
・
行
方

不
明
者
は
、
合
わ
せ
て
約
２
万
人

を
数
え
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
大

災
害
の
中
、
多
く
の
子
ど
も
の
命

が
助
か
っ
た
地
域
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
岩
手
県
釜
石
市
。
同
市

は
津
波
に
よ
る
被
害
を
受
け
る
可

能
性
が
高
い
た
め
、
防
災
教
育
を

徹
底
し
て
き
た
地
域
で
す
。
そ
の

教
育
を
受
け
た
子
ど
も
た
ち
は
、

避
難
に
関
し
て
十
分
な
知
識
を
持

ち
、
訓
練
を
積
み
、
助
け
合
う
精

神
を
育
ん
で
い
ま
し
た
。
地
震
が

発
生
す
る
と
、
釜
石
市
の
中
学
生

た
ち
は
、
津
波
が
発
生
す
る
こ
と

を
想
定
し
、
自
分
の
身
を
自
分
で

守
り
な
が
ら
、
小
学
生
と
保
育
園

児
を
連
れ
て
避
難
し
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
大
き
な
災
害

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
ま
ず
自

分
の
命
は
自
分
で
守
る
こ
と
が
大

切
な
の
が
分
か
り
ま
す
。

奇
跡
か
ら
学
ぶ
自
助
と
共
助

　

津
波
に
よ
る
釜
石
市
の
小
中
学

校
が
管
理
す
る
生
徒
の
犠
牲
者
は

ゼ
ロ
で
し
た
。
そ
れ
は
「
釜
石
の

奇
跡
」
と
し
て
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で

報
じ
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
子

ど
も
た
ち
は
教
え
ら
れ
た
通
り
に

行
動
し
た
だ
け
で
す
。
彼
ら
に
根

付
い
て
い
た
自
分
の
命
は
自
分
で

守
る
「
自
助
」
と
地
域
の
人
た
ち

同
士
で
守
り
合
う
「
共
助
」
の
精

神
。「
釜
石
の
奇
跡
」
は
、
奇
跡

で
は
な
く
、
当
然
の
結
果
だ
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

あ
な
た
を
守
る
の
は
、
あ
な
た

自
身
。
そ
し
て
、
大
切
な
人
を
守

る
た
め
に
は
、
お
互
い
に
助
け
合

う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
「
自
助
」
と
「
共
助
」
を
知
る

こ
と
が
、
防
災
の
意
識
を
高
め
る

こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

災
害
時
に
情
報
を
得
る
こ
と

は
、
安
心
感
を
得
る
こ
と
で
す
。

情
報
の
あ
り
が
た
み
を
改
め
て
認

識
し
ま
し
た
ね
。

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
支

え
合
う
こ
と
も
、
防
災
で

は
と
て
も
大
事
な
こ
と
で
す
。
阪

神
・
淡
路
大
震
災
の
時
、
救
出
さ

れ
た
人
が
多
い
地
域
に
は「
祭
り
」

が
あ
り
ま
し
た
。
祭
り
に
は
、
住

民
同
士
が
交
流
し
、
お
互
い
に
協

力
し
合
お
う
と
い
う
雰
囲
気
が
生

ま
れ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん

な
交
流
の
あ
る
地
域
で
は
、
誰
か

が
、
が
れ
き
に
埋
も
れ
た
と
し
て

も「
あ
そ
こ
に
は
誰
か
い
た
は
ず
」

と
助
け
合
え
る
の
で
す
。
こ
う
し

た
「
共
助
」
を
進
め
る
た
め
に
は
、

日
頃
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
大
切
な
の
で
す
。
年
に
１
回

で
も
祭
り
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど

で
交
わ
り
の
あ
る
地
域
に
な
る
こ

と
が
、
と
て
も
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
人
を
助
け
る
た
め
に
は
、
自

分
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
自
ら
が
災
害
に
対
す
る

強
さ
を
持
て
ば
、
人
を
助
け
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。

本
は
地
震
の
多
い
国
で
す
。

早
急
に
東
北
を
完
全
に
復

興
さ
せ
て
、
次
の
災
害
に
備
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
東
日
本
大

震
災
を
忘
れ
ず
、
こ
の
悲
惨
を
か

み
し
め
つ
つ
、
必
ず
来
る
で
あ
ろ

う
次
の
大
災
害
へ
の
減
災
に
努
め

る
こ
と
で
す
。

　

熊
本
県
は
、
九
州
の
中
央
に
位

置
し
、
自
衛
隊
な
ど
防
衛
拠
点
が

集
中
し
て
い
ま
す
。
熊
本
県
が
自

ら
の
安
全
性
を
高
め
な
が
ら
助
け

る
能
力
を
持
つ
こ
と
が
、
日
本
全

体
に
と
っ
て
も
大
変
貴
重
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
県
民
の
皆
さ
ん

も
地
域
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し

な
が
ら
減
災
・
防
災
の
心
を
大
切

に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

神
・
淡
路
大
震
災
の
時
、

私
は
兵
庫
県
西
宮
市
の
自

宅
に
い
ま
し
た
。
直
下
型
地
震
の

す
さ
ま
じ
い
揺
れ
に
生
き
た
心
地

が
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
室
内
を
家

具
が
飛
び
交
う
の
を
感
じ
ま
し

た
。
で
も
、
家
族
全
員
が
無
事
だ

と
確
認
で
き
た
と
き
は
、
心
か
ら

ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

　

停
電
で
辺
り
は
真
っ
暗
で
し

た
。
人
は
、
情
報
の
暗
闇
の
中
で

は
、
あ
ら
ゆ
る
妄
想
を
し
て
し
ま

い
ま
す
。「
こ
れ
ほ
ど
揺
れ
る
の

で
あ
れ
ば
、
日
本
が
沈
没
し
て
し

ま
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
さ
え
思

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ト
ラ
ン
ジ

ス
タ
ラ
ジ
オ
で
淡
路
島
が
震
源
で

合 同
特 集

平
成
23
年
3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、
私
た
ち
の
想

像
を
は
る
か
に
超
え
た
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
約
1
8
0
万
人

が
暮
ら
す
熊
本
県
で
も
、
災
害
が
発
生
し
な
い
と
い
う
保
証
は
ど
こ

に
も
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
や
大
切
な
人
の
命
を
守
る
た
め
、今
一
度
、

防
災
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

本県内の広報担当者が一緒に制作した防
災特集。地震や風水害などの自然災害

は、私たちに突然襲いかかります。家族や恋
人、友人を守るために大切なことは「自助」
と「共助」でした。二つの言葉は、まず自分
が生き延びることと日頃から地域のつながり
を大事にすることの大切さを教えてくれまし
た。愛する人を守るために、二つの言葉を忘
れないでください―。

阪

地

日

熊

東日本大震災復興構想会議議長や防衛大学校長を務め、
阪神・淡路大震災を経験した五百旗頭真さん。TKU報道
フォーラムのために来熊した五百旗頭さんに災害にお
いて重要なことは何なのかを聞きました。

交流が人を救い、救われる―

 Special Interview

熊 本 県 広 報 協 会
合 同 特 集

◉Profile
昭和18年兵庫県西宮市生まれ。京都大学法学部卒、
同大学大学院修了。神戸大学大学院教授、日本政治学
会理事長などを歴任。吉田茂賞、吉野作造賞など受賞
多数。現在、防衛省防衛大学校長、東日本大震災復興
構想会議議長を務める。68歳

九州の広範囲を襲 た集中豪雨 水梅雨前線による豪雨で河川が氾濫し 県北中部を中心に発生した集中豪県内全土が大きな被害を受けた台風

2

愛する人を守る
二つの言葉

愛する人を守る
二つの言葉

熊本県市町村広報担当者による合同防災特集

愛する人を守る
二つの言葉
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発
展
す
る
町
と
人
口
減
少

　

御
船
町
は
昭
和
30
年
に
、
１
町

5
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
ま
し

た
。
発
足
当
時
の
人
口
は
、2
万

3
0
1
1
人
で
、
御
船
川
沿
い
を

中
心
に
公
共
施
設
や
商
工
業
施
設

が
整
備
さ
れ
、
豊
か
な
自
然
を
生

か
し
た
農
業
で
発
展
を
遂
げ
て
き

ま
し
た
。

　

交
通
網
で
は
、
昭
和
51
年
に
九

州
縦
貫
自
動
車
道
御
船
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
が
設
置
。
県
内
を
東
西

南
北
に
結
ぶ
国
道
の
整
備
が
進
ん

だ
こ
と
で
、
生
活
圏
の
利
便
性
は

格
段
に
向
上
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
九
州
中
央
自
動
車
道
延

岡
線
道
の
工
事
も
進
み
、
山
間
地

域
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。こ
う
し
た
状
況
か
ら
見
る
と
、

暮
ら
し
に
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
が

着
々
と
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
一
方
で
町
の
人
口
は
、

合
併
を
ピ
ー
ク
に
年
々
減
少
し
て

い
ま
す
（
右
下
グ
ラ
フ
参
照
）。

国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
平
成
22
年

の
人
口
は
1
万
7
8
8
8
人
。
合

併
か
ら
57
年
間
で
約
5
千
人
が
減

り
、
こ
れ
か
ら
も
人
口
は
減
少
す

る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。
そ
の
背
景

に
は
、
少
子
高
齢
化
が
影
響
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

地
方
分
権
で
地
域
間
競
争
へ

　

少
な
い
生
産
人
口
で
社
会
を
支

え
る
少
子
高
齢
化
は
、
労
働
力
の

低
下
、
医
療
費
や
介
護
費
の
増
加

な
ど
で
、
国
の
財
政
運
営
を
圧
迫

し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
国
は

平
成
12
年
か
ら
地
方
分
権
改
革
を

進
め
、
国
と
地
方
自
治
体
の
関
係

を
「
対
等
」
に
し
て
、
国
の
権
限

や
財
源
を
地
方
自
治
体
へ
と
移
し

ま
し
た
。

　

つ
ま
り
、
明
治
時
代
か
ら
続
い

た
国
の
中
央
集
権
が
、
地
域
主
権

へ
と
大
き
く
転
換
期
を
迎
え
た
の

で
す
。地
方
自
治
体
に
と
っ
て
は
、

自
ら
責
任
を
も
ち
、
特
性
を
生
か

し
た
地
域
間
競
争
の
時
代
が
始

ま
っ
た
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
こ

れ
は
全
国
約
1
7
0
0
の
市
町
村

す
べ
て
が
同
じ
条
件
な
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
公
共
施
設
、
道

路
や
公
園
の
整
備
な
ど
を
中
心

に
、
目
に
見
え
た
ま
ち
づ
く
り
が

進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
、
地
域
の
活
動
や
人
材
、
文

化
と
伝
統
を
磨
い
て
、
目
に
見
え

な
い
個
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
一
言
で
、
ま
ち
づ
く
り

と
言
っ
て
も
、
誰
が
、
何
を
、
ど

の
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
の
か
分
か

ら
な
い
こ
と
も
事
実
と
い
え
ま

す
。
そ
こ
で
、
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
と
な
る
ル
ー
ル
を
つ
く
る
市
町

村
が
増
え
て
き
た
の
で
す
。

ま
ち
の
ル
ー
ル
と
主
役

　

近
年
、
ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル

と
し
て
、
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が

「
自
治
基
本
条
例
」
で
す
。
こ
の

条
例
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的

な
考
え
方
と
姿
勢
、
住
民
、
議
会
、

行
政
の
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
の
ル
ー
ル
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
全
国
で
約
2
3
0
の
市
町
村

が
、
県
内
で
は
3
市
町
が
ル
ー
ル

を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
背
景
に
は
、
多
様
化
す
る

住
民
ニ
ー
ズ
と
地
域
課
題
が
あ
る

か
ら
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
地
域
課

題
は
、
行
政
と
議
会
だ
け
で
解
決

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
な
ぜ

な
ら
、
地
域
の
こ
と
を
よ
く
知
る

住
民
が
自
ら
考
え
て
、
行
動
す
る

こ
と
が
有
効
な
方
法
だ
と
い
え
る

か
ら
で
す
。

　

今
ま
で
以
上
に
、
ま
ち
づ
く
り

の
主
役
を
住
民
に
、
行
政
や
議
会

と
一
緒
に
、
行
動
を
起
こ
す
こ
と

が
大
切
で
す
。「
自
ら
の
ま
ち
は

自
ら
で
つ
く
る
」と
い
う
意
識
と
、

「
住
民
自
治
の
ま
ち
づ
く
り
」
の

視
点
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

町
は
平
成
23
年
7
月
に
、
町
職

員
で
構
成
す
る
「
御
船
町
み
ん
な

で
つ
く
る
町
の
基
本
条
例
制
定
準

備
委
員
会
」（
委
員
長
・
山
本
孝

二
町
長
）
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル
と
な
る

「
御
船
町
の
憲
法
」
を
つ
く
る
検

討
を
始
め
た
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
地
方
分
権
時
代
を

切
り
開
く
た
め
に
、
誰
も
が
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
仕
組
み
づ
く

り
を
目
指
す
た
め
に―

―

。

（参考資料／国勢調査）

◉用語解説
生産人口…年齢別人口で労働力の中枢となる15歳

以上65歳未満の人口層

地方自治体…自治権を行使する市町村や都道府県

中央集権…行政の権限と財源が中央政府に一元化
されている状態

地域主権…地域のことは地域に住む住民が責任を
もって決めることのできる地域社会

23011人

19381人

16698人
17979人 17952人

人口の推移

18532人
17888人

昭
和
30
年

昭
和
40
年

昭
和
50
年

昭
和
60
年

平
成
２
年

平
成
12
年

平
成
22
年

少
子
高
齢
化
や
地
方
分
権
が
進
む
現
代
社
会
で
、

時
代
の
代
名
詞
と
な
っ
た
言
葉
「
ま
ち
づ
く
り
」―

―

。

明
治
時
代
か
ら
続
い
た
国
の
中
央
集
権
か
ら
、

地
方
が
自
立
し
た
地
域
社
会
へ
の
転
換
期
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
号
で
は
、「
ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル
」
と
し
て
注
目
さ
て
い
る

「
自
治
基
本
条
例
」
の
制
定
を
目
指
す
町
の
取
り
組
み
を
お
伝
え
し
ま
す
。

4

未
来
へ
の
ル
ー
ル

未
来
へ
の
ル
ー
ル

これまでは

中央集権
これまでは

中央集権

これからは

地域主権
これからは

地域主権

国国

町民町民

熊本県熊本県

御船町
行政  議会
御船町
行政  議会

国国 県県

御船町御船町
町民町民

議会議会行政行政
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未来へのルール

　今までは、国道決起大会や陳情で国の
省庁に行かされて、道を造る、そんなこ
とが長の仕事でした。だけど、そういう
時代はもう終わりました。
　一回ゼロに戻って、町をつくっていか
ないと、御船町はもちません。九州や全
国もそうです。もう一回作り直すために、
町長、町民、議会、役場の考え方を変え
なければいけません。その基本的なこと
を考えようというのが町の憲法「自治基
本条例」です。
　御船町をどうするのかを、これからは
町民や議会にも参画してもらわなければ
いけません。自立して、自分たちの町の
憲法作って、こんな町を何十年もかかっ
て作り上げていこうよということです。
　条例を作るためには、町長だけが勝手
に決めるということではダメ。この町を
将来どうする、子どもや孫の代はどうす
るかを、町民にも決めてもらうというこ

とです。
　役場の働き方を、基本的に町民と理解
を得ながら、考え直そうという時代が地
方分権です。
　予算分配業や許認可発行所から、町民
が元気になれる町を、町民が自由に活動
できて、子どもたちが活発になってくる
町をみんなでつくろうという時代です。
　町全体の役割は、役場だけではなく、
議会、町民の三者が一体となっていかな
ければいけません。その一番の元を決め
るものが自治基本条例になります。
　自治基本条例ができると、町長、議会、
町民の合意で、まちづくりにも慎重な作
業がいります。自分たちの創意工夫で、
町をつくっていく一番の元が自治基本条
例をつくるということ。集権から分権に
なり、中央依存から創意工夫の地域自立
にするためにも。「おらが町はおいらが
つくるんだ」ということです。

　地方自治法には、「自治体は、最小の
経費で最大の効果をあげなくてはならな
い」と書いてあります。
　自治体は、住民の暮らしの安全、安心
して暮らせる社会をどうつくるのかが最
大の責務です。最大の幸福を目指して、
政策を打ち、最も効率的でお金がかから
ず、町民の税金を最小化することが役割
といえます。
　役所は町民の税を預かって、公共課題
を解決することが使命です。保有情報は、
公共課題を解決するために、住民が利活
用しやすいように、行政情報は保存し、
管理している情報なのです。その主権者
は、住民となります。
　役場の持っている情報をどう住民と共
有するかをやってきました。徹底した情
報共有です。役所の中の隠しごとは一切
ない町をつくろうと。情報を対等にする
ことをやりたいと思ってきました。

　国と地方自治体、都道府県と市町村も
全く対等な関係です。法律の解釈は、自
治解釈権があるというくらい。それをど
う解釈するかは、私たちの判断です。町
の意思決定、住民への説明責任には、やっ
ぱり条例がいるということで、約３年に
わたって、百十数回の会議を重ねて、「ニ
セコ町町づくり基本条例」を作りました。
基本条例は、町がどういう意思決定をし
ていくのか、町の財政はどうなのか、参
加や検証をする仕組みとして、条例とし
て残しておく必要があると思っています。
　御船町の予算説明書を見ました。これ
は将来の財政民主主義です。本当の財政
の状況って、住民の皆さんに事細かに知
らされてきませんでした。
　ニセコ町は一昨年から、予算を各課が
要求するヒアリングを全部公開していま
す。そうすることで、財政の流れが住民
にも見えてくるわけです。

　

自
治
体
の
憲
法
と
言
わ
れ
る

「
自
治
基
本
条
例
」
の
制
定
を
目

指
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
2
月
26

日
、
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
早
稲
田

大
学
大
学
院
・
北
川
正
恭
教
授
の

講
演
、
全
国
で
最
初
に
自
治
基
本

条
例
を
制
定
し
た
北
海
道
ニ
セ
コ

町
・
片
山
健
也
町
長
の
事
例
発
表
、

住
民
代
表
な
ど
が
参
加
し
て
の
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
意
見

討
論
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

北
川
教
授
の
講
演
で
は
、
地
方

分
権
時
代
を
明
治
維
新
に
例
え

て
、
町
民
が
ま
ち
づ
く
り
に
参
画

す
る
た
め
に
自
治
基
本
条
例
の
制

定
が
必
要
と
強
調
。「
地
域
主
権

は
、
御
船
で
自
分
た
ち
に
あ
る
も

の
を
探
し
て
、
磨
き
抜
い
て
、
生

き
て
い
く
と
い
う
こ
と
」
と
訴
え

ま
し
た
。

　

片
山
町
長
は
、「
情
報
共
有
と

自
治
体
改
革
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

事
例
発
表
で
、
職
員
の
意
識
改
革

や
住
民
と
の
情
報
共
有
が
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
に
な
る
と
提
言
。「
自

治
体
職
員
の
政
治
的
な
任
用
は
町

民
一
人
一
人
で
、
住
民
に
対
す
る

説
明
責
任
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」

と
説
明
し
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、「
御
船
町
が
自
立
し
て
い
く

た
め
に
〜
町
の
姿
と
み
ん
な
の
役

割
〜
」
と
題
し
て
、
町
民
、
議
会
、

行
政
の
代
表
な
ど
が
意
見
を
交
わ

し
ま
し
た
。

 　

住
民
代
表
の
田
中
惠
三
さ
ん

（
木
倉
）
は
、
木
倉
地
区
の
公
民

館
活
動
に
触
れ
、
地
域
の
連
携
と

組
織
づ
く
り
が
大
切
と
話
し
た
一

方
で
、
地
域
の
若
い
リ
ー
ダ
ー
育

成
や
行
政
か
ら
の
情
報
発
信
が
不

十
分
と
課
題
を
上
げ
ま
し
た
。

　

高
橋
惠
子
さ
ん
（
滝
川
）
は
、

御
船
町
の
自
然
や
人
な
ど
の
地
域

資
源
を
引
用
し
て
、
地
域
は
宝
の

山
で
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
力
説
。
し
か
し
、
自
主
防
災
組

織
の
設
置
、
要
援
護
者
の
支
援
体

制
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　

岩
田
重
成
議
長
は
、
議
会
基
本

条
例
を
軸
と
し
た
通
年
議
会
、
町

民
と
意
見
交
換
す
る
議
会
報
告
会

や
、
あ
お
ぞ
ら
会
議
な
ど
の
取
り

組
み
を
報
告
。山
本
孝
二
町
長
は
、

ま
ち
づ
く
り
の
目
標
設
定
や
仕
組

み
、
現
状
分
析
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
を
活
用
し
た
情
報
発
信
を
発
表

し
ま
し
た
。

　

町
は
今
後
、
自
治
基
本
条
例
制

定
に
向
け
た
勉
強
会
の
開
催
、
町

民
で
組
織
す
る
「
策
定
委
員
会
」

を
設
置
し
て
、
御
船
町
の
ル
ー
ル

を
考
え
て
い
く
方
針
で
す
。

　

そ
し
て
、平
成
25
年
4
月
の「
自

治
基
本
条
例
」
ス
タ
ー
ト
に
向

か
っ
て
進
ん
で
い
き
ま
す
。

自治体の憲法づくりを目指す御船町。シンポジウムで明かされた「自治
基本条例」が必要とされる理由と、これからの歩むべき方向を考えます。

▼期日
　1回目　4月19日木
　2回目　4月26日木
　3回目　5月10日木
▼時間
　19時30分～21時
▼場所
　カルチャーセンター2階大会議室
▼内容
　勉強会の内容は3回とも異なり
ますが、現時点での詳細は調整中
です。詳しい内容は3月下旬に回
覧文書でお知らせします。
▼対象者
　御船町に住所のある人
▼問い合わせ
　役場総務課秘書係
　☎282-1392

　町では、自治基本条例
「御船町みんなでつくる
町の基本条例」の策定に
向けた町民の勉強会を開
きます。

町
民
向
け
の
勉
強
会
を
開
催

コーディネーター

神吉　信之 代表

行政代表

山本　孝二 町長
議会代表

岩田　重成 議長
住民代表

高橋　惠子 さん
住民代表

田中　惠三 さん

6

憲
法
制
定
へ

本
格
始
動―

憲
法
制
定
へ

本
格
始
動―

中
央
依
存
か
ら
地
域
の
自
立
へ

中
央
依
存
か
ら
地
域
の
自
立
へ

◉Profile　
きたがわ・まさやす
三重県議会議員、衆議院議
員、三重県知事などを歴
任。現在、早稲田大学大学
院教授、新しい日本をつく
る国民会議代表を務める。
67歳

早稲田大学大学院

北川  正恭教授

住
民
に
隠
し
ご
と
し
な
い
町
へ

住
民
に
隠
し
ご
と
し
な
い
町
へ

◉Profile　
かたやま・けんや
元ニセコ町役場職員。平
成21年、ニセコ町長に就
任。同町は全国初の自治
基本条例を制定。住民自
治の先進地として知られ
ている。58歳

北海道ニセコ町

片山  健也町長
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町
は
、
国
か
ら
の
交
付
金
を
活
用
し
た

「
御
船
地
区
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
」

を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
シ
ン

ボ
ル
ロ
ー
ド
線
の
沿
道
に
交
流
や
観
光
の

拠
点
を
整
備
し
て
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

を
展
開
す
る
も
の
で
す
。
主
に
▼
ふ
れ
あ

い
広
場
▼
新
恐
竜
博
物
館
▼
子
育
て
ふ
れ

あ
い
館
▼
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
▼
街
な
か

ギ
ャ
ラ
リ
ー
▼
町
道
改
良―

を
、
平
成
26

年
度
ま
で
に
順
次
整
備
す
る
計
画
で
す
。

　

各
事
業
で
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
町
民

へ
の
情
報
発
信
や
意
見
を
聞
く
取
り
組
み

で
「
ま
ち
づ
く
り
活
動
推
進
事
業
」
を
活

用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
町
民
の
協
力

や
参
加
、
施
設
整
備
後
の
利
用
促
進
を
図

る
た
め
の
支
援
で
す
。

　

具
体
的
に
は
①
ま
ち
づ
く
り
住
民
説
明

会
②
ふ
れ
あ
い
広
場
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

③
広
報
紙
で
の
情
報
発
信
④
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
作
成
⑤
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
実
務

者
会
議
⑥
視
察
団
体
の
受
け
入
れ―

な
ど

を
行
い
、
町
民
と
町
が
協
力
し
な
が
ら
各

事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
で
▽
ふ
れ
あ
い
広
場
の

維
持
管
理
や
活
用
方
法
を
町
民
主
体
で
議

論
▽
新
恐
竜
博
物
館
の
集
客
を
活
用
し
た

町
全
体
の
活
性
化
策
の
提
案
▽
役
場
内
部

の
事
業
推
進
体
制
の
構
築―

な
ど
の
効
果

が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
な
る
工
夫
と
、

町
民
の
声
や
視
点
を
生
か
し
て
、
各
事
業

の
検
討
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
は
、
本
計
画
の
目
標
で
あ
る
「
御

船
町
の
新
た
な
顔
と
な
る
『
人
集
い
夢
か

な
う
文
化
交
流
空
間
』
の
形
成
」
に
向
け

て
、
各
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
事
業

効
果
を
最
大
限
に
引
き
出
す
た
め
に
、
集

客
向
上
へ
の
Ｐ
Ｒ
、
施
設
完
成
後
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
支
援
、
地
域
活
動
の

人
材
発
掘
と
育
成
、
自
治
会
や
各
団
体
の

組
織
強
化
支
援
な
ど
、
町
民
が
ま
ち
づ
く

り
に
参
加
し
や
す
い
支
援
を
継
続
的
に

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　町は、平成4年にまちづくりの基
礎となる「都市計画区域」を設定
してから約20年が経過しました。
　シンボルロード線や国道443号
と445号の道路網整備も関係者
の協力で順調に進み、あらためて
お礼を申し上げます。しかし、利便
性が向上する一方で、通過型都市
への心配もありました。そこで、平
成22年から「都市再生整備計画
書」を基に、これまでに紹介した各
事業を行っています。目標を掲げ、
指標を数値化して、達成を目指す
まちづくりです。
　この取り組みは、「人と人のつな
がり」から共に創る「共創」を基本
理念として実践しているマニフェス
ト型行政運営そのものです。
　町の未来を創っていくために
は、町民、行政、議会の三者が共に
協力や連携することが必要です。
明日の御船町をみんなで創り上げ
ましょう。

◉都市再生整備計画事業
地域の歴史、文化、自然環境などの
特性を生かして、地域主導の個性
あふれるまちづくりを支援する国
からの交付金事業。地域の創意工
夫で、限りないオーダーメード型の
まちづくりが可能となる。町は平成
21年度に本計画を作成した。

こ
ぎ
ゃ
ん
し
た
か
御
船
町

共
に
創
る
ま
ち
づ
く
り
へ

山本 孝二  町長

 

◉都市再生整備計画事業

問　

建
設
課
都
市
計
画
係　

☎
2
8
2－

1
3
1
2

都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
「
ま
ち
づ
く
り
活
動
推
進
」
編

御
船
の
ま
ち
づ
く
り
は
町
民
参
加
型

これまでの取り組み（平成19～23年度）

これから取り組み（平成24～25年度）

都市再生整備計画事業メニュー

▼まちづくり住民説明会
　平成19 年度から5回開催しています。
都市再生整備計画事業の内容、進ちょ
く、進め方、施設の活用方法を説明し
て、町民と意見交換を行っています。

▼ふれあい広場のワークショップ
　平成22～23年度にかけて6回開催し
ています。広場のレイアウト、維持管
理や利活用を意見交換。町民からの意
見を集約して検討を行っています。

▼広報紙での情報発信
 広報みふね平成23年６月号から、都
市再生整備計画事業を連載で紹介しま
した。各事業の内容、期待される効果、
町民の声などをお知らせしています。

▼フネッピーのキャラクターグッズ化
　熊本の人気キャラクター「くまモン」
を追い風に、御船町の「フネッピー」のグ
ッズや着ぐるみを製作予定です。イベ
ントや行事で、町のＰＲに役立てます。

▼アドバイス支援
　各施設の集客アップや地域コミュニ
ティの活性化など、まちのにぎわい再
生に向けたアイデアを実現するために、
アドバイス支援をします。

▼オープニングイベントの支援
 平成25年度までに、ふれあい広場、
新恐竜博物館、観光交流センターなど
の施設が完成します。そのオープニン
グイベントの開催を支援します。

ふれあい広場
整備完了　平成25年度
整備内容　広場整備1.4㌶
担当窓口　建設課

①

街なかギャラリー
整備完了　平成24年度
整備内容　ギャラリー整備
担当窓口　経済振興課

②

ポケットパーク、モニュメント
整備完了　平成25年度
整備内容　ミニ公園整備、碑や像設置
担当窓口　建設課

③

新恐竜博物館
整備完了　平成25年度
整備内容　恐竜博物館新館整備
担当窓口　社会教育課

④

観光交流センター
整備完了　平成25年度
整備内容　旧御船幼稚園の改装増築
担当窓口　社会教育課

⑤

子育てふれあい館
整備完了　平成25年度
整備内容　旧御船幼稚園舎の改装
担当窓口　福祉課

⑥

迎町高校線改良
整備完了　平成23年度
整備内容　歩道設置、橋りょう拡幅
担当窓口　建設課

⑦

城山小学校線改良
整備完了　平成23年度
整備内容　カラー舗装の路面表示
担当窓口　建設課

⑧

辺田見役場線改良
整備完了　平成24～25年度
整備内容　水路改修、擁護壁設置など
担当窓口　建設課

⑨

きょうそう

I N T E R V I E W

恐竜の郷にあやかり、町のマスコットキャ
ラクターに定着している「フネッピー」

①①

②②

⑦⑦
③③

⑨⑨

④⑤⑥⑧④⑤⑥⑧④⑤⑥⑧
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問　

町
地
域
農
業
再
生
協
会（
経
済
振
興
課
内
）　

☎
2
8
2－

1
6
0
7

農業

選挙

「
青
年
就
農
給
付
金
」「
農
地
集
積
協
力
金
」
の
新
制
度

農
地
問
題
解
消
に
向
け
た
支
援

問　町選挙管理委員会（総務課内）　☎282 - 1111

町農業委員会委員一般選挙

地域農業の代表を決めます

 

国
で
は
、
農
業
で
の
新
規
就
農
者
や
農
地

の
問
題
解
決
に
向
け
て
、
「
青
年
就
農
給

付
金
」
と
「
農
地
集
積
協
力
金
」
の
新
制

度
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
地
域
ご
と
に
「
人
・
農

地
プ
ラ
ン
」
を
作
成
す
る
こ
と
で
問
題
点

を
整
理
し
て
、
地
域
担
い
手
の
育
成
や
農

地
の
集
積
、
農
業
を
始
め
た
い
若
い
就
農

者
の
支
援
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

「
青
年
就
農
給
付
金
」
と
「
農
地
集
積

協
力
金
」
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

青
年
就
農
給
付
金

　

新
規
就
農
者
に
、
農
業
を
始
め
て
か
ら

経
営
が
安
定
す
る
ま
で
、
年
間
1
5
0
万

円
を
最
長
5
年
間
で
給
付
し
ま
す
。

▼
対
象
者　

①
原
則
45
歳
未
満
の
人
②
独

立
や
自
営
で
の
就
農
③
就
農
5
年
後
に

農
業
で
生
計
が
成
り
立
つ
実
現
可
能
な

計
画
で
あ
る
こ
と
④
町
が
作
成
を
す
る

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
へ
の
位
置
づ
け

が
あ
る
こ
と
⑤
生
活
保
護
な
ど
生
活
費

を
支
給
す
る
国
の
ほ
か
の
事
業
と
重

な
っ
て
受
給
し
て
い
な
い
こ
と

農
地
集
積
協
力
金

　

農
業
経
営
を
転
換
す
る
人
、
所
有
農
地

を
担
い
手
に
集
め
る
農
地
集
積
に
協
力
す

る
人
に
、
協
力
金
を
交
付
し
ま
す
。
た
だ

し
、
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
前
年

度
加
入
実
績
が
あ
る
か
、
そ
の
年
度
に
加

入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
対
象
者　

地
域
の
中
心
と
な
る
経
営
体

へ
の
農
地
集
積
に
協
力
す
る
農
地
所
有

者
で
、
次
の
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
人

　

①
米
、
麦
や
大
豆
な
ど
国
の
戦
略
作
物

の
土
地
利
用
型
農
業
か
ら
経
営
転
換
す

る
農
業
者
②
リ
タ
イ
ア
す
る
農
業
者
③

農
地
の
相
続
人　

※

遊
休
農
地
の
保
有
者
は
経
営
転
換
協
力

金
の
対
象
外

▼
要
件

【
対
象
者
】
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体

（
上
益
城
農
業
協
同
組
合
）
ま
た
は
農

地
保
有
合
理
化
法
人
に
す
べ
て
の
自
作

地
を
、
貸
し
付
け
先
の
相
手
に
指
定
し

な
い
白
紙
委
任
す
る
人

【
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
作
成
単
位
集
落
】

白
紙
委
任
の
対
象
と
な
っ
た
農
地
す
べ

て
に
関
し
て
、
地
域
の
中
心
と
な
る
経

営
体
に
農
地
集
積
を
行
う
こ
と
に
、
集

落
で
地
域
の
中
心
と
な
る
経
営
体
を
含

め
た
合
意
が
さ
れ
て
い
る
人

▼
交
付
単
価
（
戸
別
）

　

▽
0
･
5
㌶
以
下
＝
30
万
円

　

▽
0
･
5
㌶
超
２
㌶
以
下
＝
50
万
円

　

▽
2
㌶
以
上
＝
70
万
円

▼
注
意　

交
付
金
を
受
け
る
に
は
、
こ
の

ほ
か
に
も
要
件
が
必
要
で
す
。
詳
し
い

内
容
は
、
電
話
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問　

総
務
課
地
域
・
防
災
係　

☎
2
8
2－

1
1
1
1

相談
消
費
生
活
相
談
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

4
月
か
ら
郡
内
4
町
で
広
域
相
談

問　

町
民
保
険
課
保
険
係　

☎
2
8
2－

1
1
1
3

国保
国
保
加
入
者
一
人
一
人
に
保
険
証
を
交
付

カ
ー
ド
型
保
険
証
を
一
斉
郵
送

　

近
年
、
増
加
傾
向
に
あ
る
消
費
者
ト
ラ

ブ
ル
の
解
消
を
目
的
に
、
消
費
生
活
相
談

窓
口
を
役
場
2
階
地
域
・
防
災
係
に
開
設

し
て
い
ま
す
。
消
費
生
活
相
談
は
、
町
と

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が
協
力
し
て
、
事

業
者
と
消
費
者
と
の
間
に
生
じ
た
苦
情
を

処
理
す
る
た
め
の
専
門
窓
口
で
す
。

　

平
成
22
年
度
に
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
件
数
は
、
約
7
2
0

0
件
を
数
え
ま
す
。
そ
の
内
、
御
船
町
で

は
1
1
1
件
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
相
談
が
多
い
も
の
は
、▽
健
康
食
品
や

布
団
の
販
売
▽
多
重
債
務
▽
教
育
費
▽
住

宅
ロ
ー
ン―

な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
で
す
。
問

題
が
長
期
化
す
る
と
、
精
神
的
な
病
気
、

家
庭
崩
壊
、
犯
罪
、
自
殺
に
つ
な
が
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
社
会
問
題
に
対
応
す
る
た
め

町
で
は
、
上
益
城
郡
4
町
（
御
船
、
嘉
島
、

甲
佐
、
山
都
）
で
、
消
費
生
活
相
談
業
務

の
協
定
を
3
月
下
旬
に
締
結
予
定
で
す
。

協
定
を
結
ん
で
、
消
費
生
活
へ
の
強
化
を

広
域
的
に
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
消

費
者
行
政
相
談
員
が
問
題
解
決
の
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。

　

上
益
城
郡
4
町
で
は
4
月
か
ら
、
毎
週

相
談
窓
口
を
設
け
て
、
消
費
者
の
悩
み
や

苦
情
の
早
期
解
決
を
全
面
支
援
し
ま
す
。

▼
対
象
者　

　

上
益
城
郡
4
町
内
に
在
住
、
在
勤
や
在

学
す
る
人

▼
相
談
内
容　

　

商
品
の
購
入
や
サ
ー
ビ
ス
利
用
で
生
じ

た
▽
販
売
方
法
▽
契
約
内
容
▽
品
質
ト

ラ
ブ
ル―

な
ど
の
悩
み
や
苦
情

▼
相
談
日
・
場
所

▽
毎
週
火
曜
・
御
船
町
役
場

　

☎
2
8
2-

1
1
1
1

▽
毎
週
水
曜
・
嘉
島
町
役
場

　

☎
2
3
7-

1
1
1
1

▽
毎
週
木
曜
・
甲
佐
町
老
人
い
こ
い
の
家

☎
2
3
4-

1
1
9
2

▽
毎
週
金
曜
・
矢
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
千
寿
苑
」

　

☎
0
9
6
7-

7
3-

1
7
0
0

▼
相
談
時
間

　

9
時
〜
16
時

　
（
12
時
〜
13
時
を
除
く
）

▼
必
要
な
も
の

　

契
約
書
類
や
チ
ラ
シ
な
ど
の
資
料

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
へ
、
一
人
一

枚
ず
つ
の
「
カ
ー
ド
型
保
険
証
」
を
郵
送

し
ま
し
た
。
保
険
証
は
、▽
一
般
被
保
険
者

用
（
緑
色
）▽
退
職
被
保
険
者
用
（
水
色
）

―

の
2
種
類
で
す
。3
月
中
旬
ご
ろ
に
郵
便

書
留
で
配
達
さ
れ
ま
す
。

　

4
月
1
日
か
ら
は
、
新
し
い
保
険
証
を

持
っ
て
、
医
療
機
関
へ
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。
現
在
お
持
ち
の
保
険
証
は
、3
月
31
日

で
有
効
期
限
が
き
れ
ま
す
。
４
月
１
日
を

過
ぎ
ま
し
た
ら
、
各
自
で
厳
重
に
処
分
し

て
く
だ
さ
い
。

　

国
民
健
康
保
険
税
を
納
め
て
い
な
い
人

に
は
、
保
険
証
を
送
っ
て
い
ま
せ
ん
。
保

険
証
を
持
た
ず
に
医
療
機
関
へ
受
診
し
た

場
合
に
は
、
10
割
全
額
自
己
負
担
と
な
り

ま
す
。
保
険
証
が
必
要
な
人
は
、
保
険
税

を
役
場
１
階
会
計
課
や
金
融
機
関
の
窓
口

で
納
め
ら
れ
た
後
に
、
保
険
証
の
発
行
と

な
り
ま
す
の
で
、
保
険
係
窓
口
ま
で
受
け

取
り
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
保
険
税
が
納
め
ら
れ
て
い
な

い
世
帯
で
あ
っ
て
も
、
高
校
生
以
下
に
は
、

6
カ
月
間
有
効
の
短
期
保
険
証
を
交
付
し

ま
す
。
短
期
保
険
証
を
受
け
と
る
た
め
に

は
、
世
帯
主
や
国
保
税
を
納
め
て
い
る
人

の
納
税
相
談
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

保
険
係
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　3 年に一度の任期満了に伴う町農業委員会（宮本
力会長）の委員一般選挙が次のとおり執行されます。
▼告示日　４月10日火
▼投票日　４月15日日　７時～17時
▼委員定数　13 人

▼立候補の届出　立候補に必要な書類は、　選挙管
理委員会に用意してあります。立候補を希望する
人は取りにお越しください。
▼立候補の受付日時・場所　４月10日火
　８時30分～17時　役場 2 階総務課総務係

高額外来診療費が一定額に

　4月1日から、医療機関で高
額な外来診療を受けた場合、窓
口での支払いが一定額にとど
められます。
　これまでは、入院時の高額療
養費のみが対象でしたが、外来
診療も同じ取り扱いとなりま
す。病院、保険薬局、指定訪問看
護事業者などの医療機関に受
診した際に、窓口で限度額適用
認定証を提示することで適用
されます。
　この適用を受けるためには、
限度額適用認定証の交付手続
きが必要となります。対象者
は、70歳未満と70歳以上の非課
税世帯の人です。事前に役場1
階保険係窓口で、限度額適用認
定証の交付手続きをお願いし
ます。詳しい内容は、直接お電
話でお尋ねください。
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私
は
中
学
生
の
頃
、
勉
強
を
す

る
習
慣
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

家
に
帰
っ
て
、テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
、

勉
強
は
時
々
す
る
感
じ
で
し
た
。

高
校
に
入
っ
た
ら
、
そ
ん
な
こ
と

は
通
用
し
ま
せ
ん
。
今
の
内
に
、

30
分
で
も
机
に
向
か
う
習
慣
を
つ

く
っ
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

中
学
校
時
代
に
一
番
失
敗
し
た

こ
と
は
、
高
校
を
知
ら
な
か
っ
た

こ
と
で
す
。
体
験
入
学
も
１
校
だ

け
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
ほ
と
ん
ど

見
ま
せ
ん
で
し
た
。
皆
さ
ん
は
今

の
内
に
高
校
の
こ
と
を
調
べ
て
い

た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
見
つ

か
る
は
ず
で
す
。
自
分
の
行
き
た

い
高
校
が
。
将
来
の
夢
が
あ
る
人

は
な
お
さ
ら
で
す
。

　

中
学
生
だ
け
が
受
験
生
で
は
な

く
、
高
校
生
に
も
受
験
生
が
、
大

学
生
に
も
就
職
活
動
し
て
い
る
人

が
い
ま
す
。
私
も
高
校
3
年
生
を

迎
え
ま
す
。
皆
さ
ん
が
受
験
で
頑

張
っ
て
い
る
こ
と
を
想
像
し
な
が

ら
、
私
も
勉
強
を
頑
張
り
ま
す
。

　

自
分
は
、
中
学
校
で
サ
ッ
カ
ー

を
し
て
い
ま
し
た
。
高
校
で
も

サ
ッ
カ
ー
を
し
た
い
、
う
ま
く
な

り
た
い
と
思
っ
て
、
高
校
を
選
び

ま
し
た
。

　

進
路
は
、
自
分
で
や
り
た
い
と

思
う
こ
と
を
決
め
、
や
り
た
い
こ

と
の
あ
る
高
校
を
選
ぶ
こ
と
で

す
。
決
ま
っ
て
い
な
い
人
は
、
こ

れ
か
ら
興
味
や
何
が
し
た
い
か
を

決
め
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

目
標
が
決
ま
る
と
、今
の
学
力
で

い
い
の
か
、足
り
な
い
も
の
が
分
か
っ

て
き
ま
す
。そ
の
目
標
に
向
か
っ
て
、

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。や
り
た
い
こ
と

が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
人
も
い

る
と
思
い
ま
す
。だ
か
ら
と
い
っ

て
何
も
し
な
い
の
で
は
な
く
、今
、自

分
に
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
、
目
の

前
の
こ
と
を
精
一
杯
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

一
生
懸
命
に
や
る
こ
と
で
、
自

分
と
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
て
、

い
ろ
い
ろ
な
発
見
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。

　

私
が
中
学
2
年
生
の
頃
は
、
将

来
の
夢
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

大
学
に
い
け
て
、
安
定
し
た
職
に

就
け
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
進
路
選
択
は
、
周
り
の
大
人

や
兄
姉
に
聞
い
た
り
す
る
こ
と
が

一
番
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
生
徒
会
活
動
が
盛
ん
で
、

自
分
た
ち
で
何
か
で
き
る
高
校
に

行
こ
う
と
思
っ
て
、
受
験
し
ま
し

た
。
だ
か
ら
、
や
り
た
い
こ
と
を

探
し
て
く
だ
さ
い
。

　

高
校
入
試
に
は
、
中
学
3
年
生

の
内
容
だ
け
が
で
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
今
か
ら
勉

強
を
始
め
て
も
全
然
遅
く
あ
り
ま

せ
ん
。
今
か
ら
頑
張
れ
ば
い
い
ん

で
す
。
絶
対
に
み
ん
な
は
、
や
れ

ば
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

自
分
が
や
っ
て
き
た
こ
と
は
絶

対
に
裏
切
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
今
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
、
勉

強
を
頑
張
っ
て
く
れ
た
ら
、
受
験

す
る
と
き
の
自
分
の
自
信
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

Special
Topics

1

　

自
分
は
高
校
に
、
体
育
奨
学
生

で
入
り
ま
し
た
。
部
活
動
で
頑
張

る
と
、
高
校
へ
の
推
薦
が
あ
り
ま

す
。
高
校
で
大
変
な
こ
と
は
専
門

教
科
が
入
っ
て
く
る
こ
と
で
す
。

部
活
動
の
上
下
関
係
は
厳
し
く
な

り
ま
す
の
で
、
今
の
内
に
言
葉
使

い
や
礼
儀
を
し
っ
か
り
と
や
っ
て

過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

　

進
路
選
択
を
す
る
と
き
、
自
分

が
将
来
、
何
を
し
た
い
の
か
を
考

え
て
、
そ
れ
に
向
け
た
高
校
や
、

高
校
か
ら
の
進
路
を
考
え
た
方
が

い
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば

高
校
を
卒
業
し
た
後
も
、
す
ぐ
に

目
標
が
見
つ
か
る
と
思
い
ま
す
。

　

高
校
に
入
る
た
め
に
は
、
今
の

時
期
か
ら
勉
強
を
し
っ
か
り
し
な

く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
高
校
に

入
っ
て
か
ら
も
、
す
ぐ
に
テ
ス
ト

が
あ
り
ま
す
。
高
校
に
入
る
ま
で

勉
強
を
す
る
の
で
は
な
く
、
高
校

に
入
っ
て
か
ら
も
、
勉
強
を
継
続

す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。

開新高校2年

溜渕 哲平さん（滝川）

尚絅高校2年

牧野 由衣さん（豊秋）

国府高校2年

手嶋 啓稀さん（滝尾）

学園大学付属高校3年

林田 宝子さん（木倉）

　

自
分
も
み
ん
な
と
同
じ
く
ら
い

の
と
き
は
、
ど
こ
の
高
校
に
行
き

た
い
と
か
全
然
分
か
ら
な
く
て
、

決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
先

輩
が
鎮
西
高
校
を
出
て
、
消
防
士

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
自
分

も
消
防
士
い
い
な
っ
て
思
っ
て
い

ま
し
た
。
だ
か
ら
鎮
西
高
校
に

行
っ
て
頑
張
れ
ば
、
消
防
士
に
な

れ
る
か
な
っ
て
。
あ
と
、
高
校
で

野
球
も
続
け
た
い
と
思
っ
て
、
受

験
し
ま
し
た
。

　

み
ん
な
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
こ

と
。
み
ん
な
の
頃
の
自
分
に
言
う

な
ら
、
も
っ
と
授
業
を
大
切
に
し

て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
授
業
さ
え
し
っ
か
り
集
中
し

て
聞
い
て
お
け
ば
、
絶
対
に
分
か

る
と
思
う
し
、
先
生
は
絶
対
に
教

え
て
く
れ
る
か
ら
。

　

自
分
は
、
鎮
西
高
校
に
行
っ
た

こ
と
を
後
悔
し
て
い
ま
せ
ん
。
高

校
に
入
っ
て
か
ら
が
ス
タ
ー
ト
だ

と
思
っ
て
、
頑
張
れ
ば
い
い
と
思

い
ま
す
。

　

中
学
3
年
生
の
3
学
期
、
周
り

は
進
路
に
向
か
っ
て
勉
強
を
頑

張
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
、「
授

業
を
受
け
て
何
の
意
味
が
あ
る

の
」「
高
校
は
ど
こ
か
い
け
る
」

と
い
っ
た
感
じ
で
し
た
。
勉
強
を

何
の
た
め
に
す
る
の
か
分
か
ら
ず

に
、
分
か
ら
な
い
こ
と
も
先
生
の

せ
い
に
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

本
当
は
、自
分
が
悪
か
っ
た
の
に
、

人
の
せ
い
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

何
人
か
進
路
が
決
ま
っ
て
お
ら

ず
、
先
生
に
は
迷
惑
を
か
け
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
先
生
は
、
一
人
一

人
の
進
路
を
一
生
懸
命
に
個
人
面

談
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
と
て

も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
分
か
っ
た

こ
と
は
、
目
標
を
ま
ず
決
め
る
こ

と
。
私
は
、
看
護
師
を
目
指
そ
う

と
決
め
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
、
高

校
の
こ
と
も
知
ら
な
い
し
、
選
ぶ

基
準
も
分
か
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
何
か
一
つ
目
標
を
決
め
て
、

自
分
が
一
番
興
味
の
あ
る
こ
と
を

探
す
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
、
中
学
2
年
生
だ
か
ら
、
受

験
と
か
、
ど
こ
の
高
校
に
行
き
た

い
と
か
、
全
然
自
覚
が
な
い
と
思

い
ま
す
。3
年
生
に
な
っ
た
ら
、

そ
の
瞬
間
が
い
き
な
り
き
ま
す
。

　

私
が
中
学
3
年
生
の
と
き
、
行

き
た
い
高
校
は
言
え
る
ん
で
す
け

ど
、「
ど
う
し
て
行
き
た
い
の
」
っ

て
聞
か
れ
た
と
き
に
、
答
え
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分
で
も
分
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
、
自

分
に
合
っ
た
高
校
に
行
く
こ
と
が

一
番
だ
と
思
い
ま
す
。

　

中
学
校
と
違
う
こ
と
は
、
赤
点

や
追
試
が
あ
る
こ
と
で
す
。
中
学

校
は
テ
ス
ト
で
0
点
で
も
次
の
学

年
に
行
け
ま
す
が
、
高
校
で
は
上

が
れ
ま
せ
ん
。
退
学
や
留
年
に

な
っ
た
り
し
ま
す
。

　

習
う
こ
と
は
、
ど
こ
の
高
校
も

一
緒
で
す
。
高
校
受
験
や
テ
ス
ト

の
順
位
を
目
標
と
せ
ず
に
、
勉
強

の
習
慣
が
今
つ
い
て
い
な
い
人

は
、3
年
生
か
ら
で
も
い
い
か
ら

少
し
ず
つ
つ
け
て
く
だ
さ
い
。 九州学院高校1年

丹生 佳那さん（木倉）

鎮西高校2年

何川 祐樹さん（御船）

中央高校3年

川﨑 輝世さん（木倉）

御船中2年

坂本 奈緒さん（木倉・左）
北岡 莉央さん（辺田見・右）

御船中２年

池上 大樹 さん（高木）

来自分が、なりたい目標
に向かってどう進めばい

いのか参考になりました。進
みたい進路のために、今から
本気で勉強しなくてはいけな
いと思いました。自分の目標
について、いろいろ調べて、
勉強を進めていきます。今ま
で習ったことや分からないこ
とを復習して、受験に臨みた
いと思います。

将 ろんな科やコースがある
ことを知って、自分の選

択肢が広がりました。夢に進
んで行く気持ちが高くなりま
した。今の内に、授業態度や
服装など、将来大事なことに
取り組んでいきたいです。家
や学校での勉強時間を増やし
て、勉強は継続すること、習
慣をつけることが大事だと思
いました。

い

12

自
で
入

る
と

す
。

教
科

部
活

り
ま

い
や

過
ご進

が
将

え
て

高
校

い
い

高
校

目
標高

時
期

く
て

進路選択が近づく君たちへ
先輩が語る未来への必勝策

御船中で先輩の話を聞く会

進路選択が近づく君たちへ
先輩が語る未来への必勝策

御船中で先輩の話を聞く会

言
葉
使
い
礼
儀
し
っ
か
り

机
に
向
か
う
習
慣
を
つ
け
る

懸
命
に
自
分
と
向
き
合
う

自
覚
を
も
ち
勉
強
の
習
慣

も
っ
と
授
業
を
大
切
に

目
標
を
決
め
て
興
味
探
る

努
力
は
絶
対
に
裏
切
ら
な
い

　御船中学校（加藤敬之校長、473人）で 2月16日、同校卒業生が母
校を訪問して、進路選択や高校受験への心構えを講演しました。先輩7
人が 2年生151人へ向けたメッセージをお伝えします。

Message

御船中学校では毎月15日に「学校へ行こうデー」を開催しています。 生徒の授業風景を一般公開中です。　問御船中学校　☎282－0002

1_母校を訪れて後輩たちの前で講演した卒
業生7人　２_先輩たちの話を真剣な眼差し
で耳を傾ける生徒　３_講演の内容をメモ
に書き留めてこれからの受験に備えていた

1_母校を訪れて後輩たちの前で講演した卒
業生7人　２_先輩たちの話を真剣な眼差し
で耳を傾ける生徒　３_講演の内容をメモ
に書き留めてこれからの受験に備えていた

12
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身近な話題や情報をおまちしています。ご連絡は役場広報担当（☎282‒1111）までお気軽に。

橋の名前は私たちの字です

　九州横断自動車道延岡線工事で上野地区の町道津ヶ
峰八勢線に架設が進められている津ヶ峰大橋（長さ
76.1㍍、幅5㍍）で2月22日、七滝中央小学校（村上孝
利校長、72人）の児童が書いた文字の橋名板が設置され
ました。橋名板は、国土交通省九州整備局が同校に文
字のデザインを提案したもので、縦15㌢、横30㌢のブ
ロンズ製。書体は毛筆で、橋の名前をひらがなや漢字、
竣工年月を書いた3枚です。式では、文字を書いた園
田莉央さん（水越）、永野綾香さん（上野）、丸山美穂さん
（同）に感謝状が贈呈され、参加した地域住民と一緒に
橋名板の完成を祝いました。式の後、欄干に橋名板を
取り付けた3人は、「字をきれいに書くよう心がけた。
6年生最後の記念になった」と喜んでいました。 津ヶ峰大橋の橋名板を書いた児童3人

高齢者宅に手作り弁当配達

心も詰め込んだ長生き弁当

　町民生委員・児童委員協議会（片岡浩喜会長）は2月
9日、町内の高齢者宅に手作りの弁当を届けました。こ
れは、75歳以上の一人暮らしを対象にした友愛訪問で、
20年以上続く取り組みです。材料費は、町社会福祉協
議会（本山浩二会長）からの補助金を活用。山菜おこわ
弁当を約430個作って、配達しました。できたての弁当
を受けとった本村節子さん（滝川）は、「今日は病院に行
かんで待っとりました。弁当は味もよくて、心を込めて
作ってあるからおいしい。半分ずつに分けて、明日まで
食べたい」と笑顔を弾ませていました。

滝尾幼が御船高でロボット体験

みふねのロボットだいすき

　滝尾幼稚園（古閑美千子園長、76人）の年長児が2月
27日、御船高校を訪れて、ロボット操作の実演や体験を
行いました。これは、町が進める学園都市構想の一環
で、交流やものづくりへの関心を目的とした取り組み
です。7度の日本一に輝いたロボット班と、全国大会3
位の実績を持つマイコンカー班の生徒が、実際にロ
ボット操作を実演した後、園児たちもシャトルロボッ
トやライントレーサーを体験しました。園児の本田響
涼くん（辺田見）は、「ロボットだいすき。またあそびに
きたいな」と楽しそうでした。 民生児童委員の宮﨑信輔さん㊧から弁当を受けとる本村さん㊨

日本一のロボットを興味深く見学する園児

七滝中央小児童が橋名板を設置

り お

きょう

すけ

新鮮でうまい地元産の野菜

生産者や集荷業者と楽しく給食を食べる児童

滝尾小で給食交流会

　滝尾小学校（清村勢津子校長、106人）で2月9日、野菜
の生産者や集荷業者などを招いて、4年生13人と交流給
食会が開かれました。これは、農業や地産地消への意識
を高めることを目的に行われました。献立には、米田真
伍さん（田代）が収穫したダイコンを使ったサラダ、米村
義邦さん（同）が生産したシイタケを使ったクリームスパ
ゲティ―などのメニューを児童と生産者は会話を弾ませ
ながら食べていました。4年生の作田菜々海さんは、「野
菜がおいしかった。地元野菜を給食でもっと多く食べた
い」と話していました。

上天草市3号橋の上りを軽快にとばす髙田選手

期待の新星が天草路を力走

　第38回郡市対抗熊日駅伝大会は2月12日、天草市役
所前をスタート・熊本市のびぷれす熊日会館前をゴー
ルとした14区間105.3㌔に19郡市が出場して、上益城
郡は3位の好成績を収めました。本町からは、御船中
2年の髙田凛太郎選手（高木）が初出場。5区・熊日松
島販売店前～2号橋公園前の3.7㌔を区間7位で力走
しました。「順位を落とさずにつなぐ気持ちで走った。
アップダウンの激しいコースで、橋付近は風で前に進
みづらく苦労した。だけど、沿道からの声援でモチ
ベーションが上がった」と天草路でのレースを振り返
ります。髙田選手が陸上を始めたのは中学校に入って
からで、小学校時代はとびぬけて足が速かったわけで
はないそうです。「体力をつけようと思って、陸上を始
めた。走ることは好きだったから」と原点を打ち明け
ます。所属する陸上部での専門は長距離。限られた部
活時間と、休日はロードワーク10㌔の走り込みで力を
つけ、頭角を現してきました。「御船中陸上部は、いい
メンバーが揃っている。郡陸上大会や駅伝大会でいい
成績を残して、県でも通用するような選手になりたい」
と先を見据えます。わずか2年で県最高峰の駅伝大会
を経験した期待の新星は、持ち前の努力で輝きを増し
ながら走り続けます。また、2月26日に益城町で開催
された駅伝大会で、御船中が中学の部で優勝。髙田選
手は、大会最優秀選手に選ばれています。郡市対抗熊
日駅伝の結果は次のとおりです。
▼総合成績
①天草市　　5時間27分34秒
②球磨郡　　5時間29分59秒

③上益城郡　5時間30分14秒
④熊本市　　5時間31分03秒
⑤八代市　　5時間32分12秒
⑥阿蘇郡市　5時間33分27秒

▼個人（区間・氏名・区間タイム順位・総合順位）
5区・髙田凛太郎選手11分59秒⑦⑩

郡市対抗熊日駅伝で上益城郡3位

生産者や集荷業者と楽しく給食を食べる児童

たか  た りん  た   ろう
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イ
ラ
ス
ト
は

た
て
に
描
い
て
ね

C o m m u n i t y  M i f u n e

まちへの皆さんからのお便りをご紹介します。 まちへのちへのちへの

外
か
ら
御
船
町
へ
引
っ
越
し
て
き
て
、こ
の
２
月

で
丸
2
年
に
な
り
ま
す
。
こ
の
2
年
の
間
に
長

男
が
生
ま
れ
、今
月
長
女
も
生
ま
れ
、2
人
家
族
か
ら
4

人
家
族
へ
。
御
船
町
は
子
だ
く
さ
ん
の
印
象
が
あ
り
、

き
っ
と
子
育
て
し
や
す
い
環
境
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。
私

も
地
域
の
皆
さ
ま
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
2
人
の
子
ど
も

た
ち
の
育
児
に
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
辺
田
見
・
Ｍ
さ
ん
）

　

Ｍ
さ
ん
、長
女
さ
ん
の
ご
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
家
族
が
増
え
て
、毎
日
が
に
ぎ
や
か
で
し
ょ
う
ね
。

「
子
育
て
し
や
す
い
」と
い
う
声
を
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
地
域
で
子
育
て
を
す
る
環
境
は
昔
に
比
べ

た
ら
薄
れ
て
き
て
い
ま
す
が
、き
っ
と
周
り
に
は
子
育
て

の
お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
る
人
が
い
る
は
ず
で
す
。
子
育

て
に
関
し
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
役
場
福
祉
課
児
童
福
祉

係
ま
で
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。  　
　

 

（
広
報
担
当
）

つ
も
最
初
か
ら
最
後
ま
で
じ
っ
く
り
読
ん
で
い

ま
す
。
同
じ
町
内
に
住
む
実
家
の
父
も
み
ふ
ね

広
報
紙
の
フ
ァ
ン
で
熱
心
に
読
ん
で
い
ま
す
。
両
親
と

の
会
話
も
、こ
の
共
通
の
話
題
の
お
か
げ
で
話
が
は
ず
み

ま
す
。
編
集
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ま
の
努
力
に
感
謝
し
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
   

（
匿
名
希
望
さ
ん
）

　

広
報
を
通
し
て
、親
子
の
会
話
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

て
い
る
よ
う
で
、編
集
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
は
と
て
も
う
れ

し
い
お
便
り
で
し
た
。
広
報
み
ふ
ね
を
き
っ
か
け
に
一
人

で
も
多
く
の
人
が
笑
顔
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
が
、

私
た
ち
ス
タ
ッ
フ
の
願
い
で
も
あ
り
ま
す
。
い
つ
も
皆
さ

ん
の
お
便
り
に
元
気
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。（

広
報
担
当
）

青春昔話青春昔話青春昔話
町内に勤務する先生に、子どもの頃の
思い出を話してもらうコーナーです。
町内に勤務する先生に、子どもの頃の
思い出を話してもらうコーナーです。
町内に勤務する先生に、子どもの頃の
思い出を話してもらうコーナーです。

イラスト
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御
船
春
菊
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大
坪
蕗
子
選

天
狗
会

短

い
　

私
は
、
熊
本
市
立
田
山
の
ふ
も
と
で
育
ち
ま
し

た
。
夕
暮
れ
ま
で
木
登
り
を
し
た
り
、
れ
ん
げ
畑

で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
庭
に
は
父
手
作
り
の
水
道

管
の
鉄
棒
が
あ
り
、
腕
力
だ
け
は
男
子
よ
り
優
れ

て
い
ま
し
た
。
算
数
で
つ
ま
ず
き
自
信
を
失
い
か

け
て
い
た
６
年
生
の
と
き
、
担
任
の
先
生
が
放
課

後
、
手
作
り
の
プ
リ
ン
ト
で
指
導
し
て
く
だ
さ
り
、

分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
得
意
の
体
育
の
授

業
で
は
模
範
演
技
を
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、

教
師
に
な
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

中
学
時
代
か
ら
看
護
師
を
目
指
し
、
正
看
を
取
得

後
、
養
護
教
諭
の
道
に
進
み
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
と
接
す
る
な
か
で
学
び
、
特
に
小
坂
小
の
子
ど

も
た
ち
か
ら
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。
今
年
度
、

小
坂
小
は
県
健
康
教
育
研
究
推
進
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の
指
定
を
受

け
、
来
年
度
は
発
表
で
す
。
い
よ
い
よ
、
教
職
員

最
後
の
年
と
な
り
、「
心
と
体
の
健
康
」
を
伝
え
る

機
会
と
な
り
本
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で
す
。
生
き
る
力
を
私
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ち
大
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が
示
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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り

心
と
体
の
健
康
づ
く
り

このコーナーでは、皆さんからのお便りをお待ちしています。
どんなことでもかまいません。どしどしお送りください。広報クイズの答えもお忘れなく。

《あて先》 〒861-3296 御船町役場「おたより」係　※住所を書かなくても届きます。

《Eメールアドレス》　kanri@town.mifune.lg.jp
※匿名希望の場合は、氏名の横にその旨を明記してください。ペンネームでもかまいません。

春
寒
の
夜
の
幻
聴
異
国
に
置
き
去
り
に
せ
し
雛
の
声
か

金
森　

英
子

え
ぐ
ら
れ
て
姿
変
り
し
日
本
地
図
竜
ひ
っ
さ
げ
て
た
ち
あ
が
り
け
り

北
村
ヤ
ヨ
イ

赤
き
蝶
飛
び
交
う
ご
と
し
楓
葉
は
し
き
り
散
る
な
り
風
吹
く
午
後
を

西
梅　

孝
子

新
屋
で
初
春
祝
い
う
か
ら
等
と
屠
蘇
く
み
交
わ
す
八
十
路
の
至
福

平
野　

文
子

悄
々
と
除
夜
の
鐘
鳴
る
又
ひ
と
つ
吾
生
く
路
の
駅
を
過
ぎ
ゆ
く

藤
本　

京
子

永
ら
え
て
我
は
今
年
の
年
女
同
級
生
ら
よ
如
何
に
ゐ
ま
さ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
宗
タ
ツ
子

群
れ
鳥
の
朱
実
つ
い
ば
む
姿
な
く
い
ず
こ
の
空
に
餌
求
む
る
や

山
本
志
満
子

も
の
の
芽
の
ほ
ぐ
れ
る
風
の
汀
か
な　
　
　
　
　
　
　

  

黒
田　

順
子

涅
槃
像
拝
み
わ
が
身
を
振
り
返
る　
　
　
　
　
　
　
　

  

さ
と
う
と
も
こ

冬
の
夜
深
深
月
は
高
く
あ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

渡
辺　

澄
江

目
の
合
う
て
仁
王
の
い
か
く
冴
返
る　
　
　
　
　
　
　

  

常
石　

和
子

春
を
待
つ
心
に
川
の
き
ら
め
け
り　
　
　
　
　
　
　
　

  

渡
辺
ケ
イ
子

野
を
踏
め
ば
ほ
の
と
土
の
香
春
隣　
　
　
　
　
　
　
　

  

守
田　

律
子

仁
王
像
遠
巻
き
に
舞
ふ
春
の
雪　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

丹
生　

則
子

太
り
過
ぎ　

軽
量
級
じ
ゃ
闘
え
ん　
　
　
　
　
　
　
　

  

増
永　

笑
和

揉
め
ば
か
り　

世
界
不
況
に
負
け
ん
ご
つ　
　
　
　
　

  

平
野　

千
鶴

命
が
け　

雪
の
ア
ル
プ
ス
踏
破
す
る　
　
　
　
　
　
　

  

鳥
井　
　

蘭

あ
っ
ぱ
れ
な
り　

貧
乏
神
も
追
い
出
し
た　
　
　
　
　

  

江
藤　

お
竜

命
が
け　

あ
の
世
迄
酒
持
っ
て
行
く　
　
　
　
　
　
　

  

吉
田　

楽
園

時
代
が
違
う　

ま
な
板
な
ん
か
要
ら
っ
さ
ん　
　
　
　

  

河
地　

ゆ
き

命
が
け　

釣
れ
た
魚
も
暴
れ
よ
る　
　
　
　
　
　
　
　

  

鈴
木　

千
春

お
雛
さ
ま　

あ
な
た
の
着
物
は
母
手
縫
い  　
　
　
　
　

内
村　

孝
子

紅
白
の
庭
の
茶
山
花
咲
き
乱
れ
花
好
き
た
り
し
亡
夫
浮
か
び
来
る

 

松
岡　

文
江

六
里
木
を
め
ざ
し
て
歩
く
眼
が
ね
橋
昔
を
し
の
ぶ
日
向
街
道川

部　

寅
男

お
じ
ゃ
め
縫
う
ひ
と
針
ご
と
に
想
い
出
す
母
の
着
て
い
し
か
す
り
の
柄
を

其
川
喜
代
子

ど
ん
ど
焼
き
餅
の
重
さ
に
竹
折
れ
て
笑
い
の
声
で
餅
は
こ
げ
て
る

黒
田　

昭
二

上
の
畑
の
た
ち
わ
け
今
年
は
良
く
実
り
来
年
も
ま
た
楽
し
み
に
待
つ

染
田　

武
茂

小
坂
小
学
校　

末
武
け
い
子
養
護
教
諭

　
　
　
　

 　
　
　
（
熊
本
市
出
身
・
60
歳
）

す
え
た
け

▼

9
歳
の
と
き
に
家
の
庭
で
撮
っ

た
一
枚
。
写
真
を
撮
ら
れ
る
の

が
苦
手
だ
っ
た
た
め
、残
っ
て

い
る
大
切
な
宝
物
で
す

県
先生の

ひ
い
な

こ
え

は
る
さ
む

げ
ん
ち
ょ
う
と
つ
く
に

お

ざ

ち  

ず  

り
ゅ
う

す
が
た
か
わ

は
る
ど
な
り

いし
ん
し
ん

ち
ょ
う
と

む

と
り

す
が
た

そ
ら

え
さ
も
と

あ
け
み

か
え
で
ば

か

ご

ご

ち

か
ね 

な

し
ょ
う
し
ょ
う

じ
ょ
や

わ
が  

い

し
ん
お
く

は
つ
は
る
い
わ

ら

と

そ

か
わ

や

そ

じ

し  

ふ
く

み
ち

え
き

す

な
が

わ
れ

こ  

と
し

い  

か

と
し
お
ん
な
ど
う
き
ゅ
う
せ
い

田端　真也 さん P.N.ナイト さん松本　悠里 さん

さ 

ざ
ん  

か

つ  

ま

さ       
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か
わ
い
い
孫
と
一
緒
に
暮
ら
す

お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

孫
の
話
を
し
て
も
ら
う
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

※「ムゾラシカ」は御船弁で「かわいらしい」の意味です。

わたしにとっての
日本一

わたしにとっての
日本一

わたしにとっての
日本一

連載
47

エリック先生の英会話エリック先生の英会話

English-Japanese

Cooking
料理

I have loved to cook since I was a child. My father 
taught me how to make delicious food. Sometimes, I 
miss cooking with my father. In America, I used a BBQ 
grill. I love meat. American steaks are the most 
delicious in the world. I also like making soups and 
pasta. I often make spicy Mexican food. Have you ever 
eaten Mexican food? Tacos, burritos, and refried beans 
are famous Mexican foods. Cooking in Japan is difficult 
for me because it is hard to find American ingredients. 
So I want to learn how to cook Japanese food!

和訳例

私は子どものときから、料理をすることが大好きです。
私のお父さんは私においしい料理の作り方を教えてくれ
ました。お父さんと料理していたことを時々懐かしく思
います。アメリカではバーベキューをしました。私は肉が
大好きです。アメリカのステーキは世界で一番美味しい
です。スープやパスタを作ることも好きです。私はメキシ
コ料理をよく作ります。メキシコ料理を食べたことがあ
りますか？タコスやブリート、リフライド・ビーンズは有
名なメキシコの食べ物です。日本ではアメリカの材料は
見つけにくいので料理することは難しいです。だから私
は日本料理の作り方を学びたいです。

VOL.19

◉応募方法
　ハガキに答え（例、①－Ａ）とあなたの住
所、氏名、年齢を書いて、〒861‒3296御船
町役場「広報クイズ」係まで郵送してくだ
さい。コメントやイラストもお待ちして
います。

◉締め切り 
　平成24年3月31日土（当日消印有効）

◉2月号の正解
　①-Ｂ    

◉2月号の当選者
　応募総数37通で全問正解者は37通でした。
　抽選の結果、次の10人に図書カードをお
送りします。（敬称略）
古田　隆介（御　船）／松本　悠里（滝　川）
古閑智和子（水　越）／田上　佳奈（滝　尾）
村田とく美（木　倉）／渡辺　順子（御　船）
井手上拓海（　陣　）／梶原ケイコ（田　代）
宮本　悦子（滝　尾）／田端　真也（辺田見）

おたんじょうびおめでとう。
元気にすくすく育ってね。

（拓志お父さん　裕紀子お母さん）

緒方拓生くん
　　　　　　　（3歳）
豊秋（平成21年3月13日）

お  がた ひろ き

3歳のお誕生日おめでとう
♥ブロック作るの大好き瑛
斗！弟の陽太と仲良くネ。
（耕平お父さん　明日香お母さん）

中村瑛斗くん
　　　　　　　（3歳）
小坂（平成21年3月30日）

なかむら えい  と

いつも元気なあゆくん。
お兄ちゃんと仲良く元気
に大きくなってね。
（純一お父さん　裕美子お母さん）

佐藤歩夢くん
　　　　　　　（2歳）
滝尾（平成22年3月13日）

さ  とう あゆ む

お誕生日おめでとう！歌や
ダンスが大好きなみいちゃ
ん。これからも元気で！
（裕史お父さん　美紀お母さん）

津山美央里ちゃん
　　　　　　　（2歳）
滝川（平成22年3月22日）

つ  やま  み   お    り

広報クイズ広報クイズ広報クイズ
　問題をよく読んで、3つの答えの中から
正しいものを選び、ハガキに書いて送って
ください。全問正解者の中から抽選で10
人に図書カードをプレゼントします。

問① 防災教育を徹底してきたことで3.11
東日本大震災の被害から小中学生の
犠牲者を出さなかった地域はどこで
しょう？

　 Ａ－宮城県石巻市
　 Ｂ－兵庫県西宮市
　 Ｃ－岩手県釜石市

（ヒント・2～3ページ）

問題

来月号は、4月にお誕生日を迎える満1歳から満3歳までの“みふねのアイドル”を先着10人で募集します。
掲載希望の人は、3月30日金までに役場2階総務課広報窓口で直接お申し込みください（電話予約は不可）。

お誕生日おめでとう♡やん
ちゃで甘えん坊だけどそん
な怜音君が大好きだよ！
（正範お父さん　梨絵お母さん）

串山怜音くん
　　　　　　　（1歳）
高木（平成23年3月3日）

くしやま  れ    お

１歳のお誕生日おめでとう
♥ブロック壊すの大好き
陽太！瑛斗兄とも仲良くネ。
（耕平お父さん　明日香お母さん）

中村陽太くん
　　　　　　　（1歳）
小坂（平成23年3月10日）

なかむら よう  た

１歳おめでとう♡一人で立て
るようになったね！歩けるよう
になったらお散歩行こうね♪
（陽介お父さん　久美お母さん）

宮部新大くん
　　　　　　　（1歳）
木倉（平成23年3月13日）

みや べ   あら  た

瑞希お誕生日おめでとう♡
たくさん食べて遊んで、元
気いっぱいに育ってね♡
（晋宏お父さん　由梨お母さん）

柿本瑞希ちゃん
　　　　　　　（1歳）
高木（平成23年3月16日）

かきもと みず  き

元気いっぱいにお兄ちゃんと
暴れています。
これからもいっぱい遊んでね。
（尚稔お父さん　純子お母さん）

河部悠絃くん
　　　　　　　（1歳）
上野（平成23年3月24日）

かわ  べ    ゆ づる

とっても活発でヤンチャ
な男の子☆
車と風船が大好きです♪
（和浩お父さん　和美お母さん）

緒方武琉くん
　　　　　　　（1歳）
陣（平成23年3月29日）

お がた たけ   る

　
「
人
が
好
き
。
み
ん
な
と
話
し
た
り
、
笑
っ
た
り

す
る
こ
と
が
」
と
笑
顔
で
話
す
、
梶
本
玉
子
さ
ん
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
る
さ
と
共
有
の
代
表
を
務
め
ま
す
。

ふ
る
さ
と
共
有
は
昨
年
12
月
、
人
と
の
出
会
い
、
町

や
ふ
る
さ
と
の
つ
な
が
り
を
テ
ー
マ
に
発
足
し
ま
し

た
。
会
員
は
、
同
じ
思
い
を
持
つ
仲
間
10
人
。
活
動

は
❶
ふ
る
さ
と
学
び
❷
ふ
る
さ
と
広
報
❸
イ
ベ
ン
ト

企
画
・
運
営―

の
3
つ
の
柱
。
会
員
は
趣
味
や
特
技

を
生
か
し
て
、
昔
遊
び
、
い
な
か
体
験
、
史
跡
探
訪

な
ど
で
交
流
を
図
り
、
若
い
世
代
に
知
恵
や
経
験
を

伝
え
よ
う
と
、
今
は
活
動
計
画
を
温
め
て
い
ま
す
。

「
人
っ
て
、
出
会
い
だ
と
思
い
返
し
て
い
ま
す
。
関

わ
り
を
持
つ
こ
と
で
、
心
や
思
い
の
ふ
る
さ
と
が
芽

生
え
ま
す
。
そ
の
思
い
を
人
に
つ
な
げ
て
残
し
て
い

け
た
ら
、幸
せ
か
な
っ
て
」と
思
い
を
打
ち
明
け
ま
す
。

人
が
好
き
、
地
域
が
好
き
、
ふ
る
さ
と
が
大
好
き
な

梶
本
さ
ん
。
そ
の
思
い
は
人
と
人
を
結
び
つ
な
げ
て
、

大
き
な
輪
と
な
っ
て
、
町
中
に
広
が
っ
て
い
き
そ
う

な
予
感
で
す
。

出会いから広がる人と人の輪

梶本　玉子 さん
（豊秋・70歳）

かじもと　　たまこ

笑
顔
い
っ
ぱ
い
仲
良
し
家
族

笑
顔
い
っ
ぱ
い
仲
良
し
家
族

笑
顔
い
っ
ぱ
い
仲
良
し
家
族

藤
岡　

孝
道
さ
ん（
辺
田
見
・
79
歳
）　

榮
子
さ
ん（
74
歳
）

　
　
　

真
理
ち
ゃ
ん（
7
歳
）　

真
実
ち
ゃ
ん（
5
歳
）

　
　
　

弘
真
く
ん（
2
歳
）

仲間と集まって話すことが何よりも楽しいと語る梶本
さん

　

8
人
家
族
の
藤
岡
家
、
家
族
で
囲
む
食
卓
は
毎
日
と
て
も
に

ぎ
や
か
で
す
。3
人
の
孫
た
ち
は
学
校
や
保
育
園
で
の
出
来
事
を

そ
れ
ぞ
れ
に
話
し
て
く
れ
ま
す
。
長
女
・
真
理
と
二
女
・
真
実
、

長
男
・
弘
真
は
仲
良
し
き
ょ
う
だ
い
。
活
発
で
外
遊
び
が
大
好

き
な
3
人
の
遊
び
場
は
自
然
い
っ
ぱ
い
の
お
寺
の
庭
先
で
す
。

住
職
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
数
年
前
に
病
気
を
患
い
、
入
院
生
活

を
送
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
家
族
と
の
時
間
を
ゆ
っ
く
り

と
過
ご
し
て
い
ま
す
。
天
気
の
良
い
日
は
散
歩
し
な
が
ら
、
学

校
か
ら
帰
っ
て
く
る
長
女
を
出
迎
え
る
の
が
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の

役
目
。
孫
た
ち
と
の
〝
遊
び
〞
と
〝
学
習
〞
を
担
当
す
る
の
は

教
員
経
験
の
あ
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。「
勉
強
も
楽
し
み
な
が
ら
で

き
る
と
こ
ろ
が
良
い
で
す
ね
、
任
せ
て
ま
す
」
と
話
す
の
は
お

母
さ
ん
の
雅
子
さ
ん
。
孫
た
ち
と
の
生
活
の
中
で
自
然
と
張
り

合
い
が
出
て
元
気
で
い
ら
れ
る
ん
で
す
ね
。
元
気
を
も
ら
っ
て

い
る
ん
で
す
よ
。
こ
れ
か
ら
の
成
長
が
楽
し
み
で
す
。　

ふ
じ
お
か　
　

た
か
み
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

え
い 

こ

ま　

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

ま
な 

み

こ
う
し
ん

 

（
話
／
榮
子
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
）
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▶役場（時間外・休日の直通）
 ☎282‒1111
▶教育委員会
　（カルチャーセンター）
 ☎282‒0888
▶スポーツセンター
 ☎282‒4111
▶恐竜博物館
 ☎282‒4051
▶天君ダム
 ☎284‒2057
▶御船町甲佐町衛生施設組合
　（ゴミ焼却場） ☎282‒0688
▶吉無田高原「緑の村」
 ☎285‒2210
▶養護老人ホーム「オアシス」
 ☎282‒0459
▶浄水センター
 ☎282‒7066
▶御船地区衛生施設組合
　（し尿処理場） ☎282‒2970
▶社会福祉協議会
 ☎282‒0785
▶上益城消防署
 ☎282‒1955
▶御船警察署
 ☎282‒1110
▶上益城地域振興局
 ☎282‒2111
▶御船保健所
 ☎282‒0016
▶御船町地域包括支援センター
 ☎282‒2911
▶眺世庵
 ☎282‒0806

生活便利帳

Good Life Information

お
知
ら
せ

森
林
の
所
有
者
届
出
制
度
が
開
始

「
な
ご
み
紀
行
」
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

森
林
法
の
改
正
で
、4
月
か
ら
新
し
く
森

林
の
土
地
所
有
者
に
な
っ
た
人
は
市
町
村
へ

の
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

▼
届
出
対
象
者　

売
買
や
相
続
な
ど
で
森
林

の
土
地
を
新
た
に
取
得
し
た
個
人
や
法
人

▼
届
出
期
間　

土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日

か
ら
90
日
以
内
に
、取
得
し
た
土
地
の
あ

る
市
町
村
長
へ
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ

　

役
場
経
済
振
興
課
農
林
企
画
係

　

☎
2
8
2
-1
6
0
7

　

取
引
や
証
明
に
使
用
す
る
計
量
器
は
、2

年
に
1
回
の
定
期
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
次
の
日
程
で
検
査
が
実
施
さ
れ
ま

す
の
で
、該
当
す
る
計
量
器
を
持
っ
て
い
る

人
は
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
・
場
所

４
月
16
日
月

▽
10
時
〜
12
時
・Ｊ
Ａ
旧
上
野
事
業
所

▽
13
時
30
分
〜
15
時
・
旧
水
越
小
学
校

4
月
17
日
火

▽
9
時
30
分
〜
15
時
・
町
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
持
参
す
る
も
の

計
量
器
、手
数
料（
１
台
あ
た
り
5
0
0
円

〜
2
2
0
0
円
）

▼
検
査
対
象
の
計
量
器

▽
商
店
で
の
商
品
の
売
買
用
▽
病
院
、薬

局
で
の
調
剤
用
▽
学
校
、病
院
、保
育
園
で

の
体
重
測
定
用
▽
農
協
や
漁
協
な
ど
流
通

物
資
の
集
荷
出
荷
用
▽
宅
配
、運
送
業
者

の
貨
物
運
賃
算
出
用
▽
農
業
、漁
業
生
産

者
の
生
産
物
売
買
用

▼
問
い
合
わ
せ

　

役
場
経
済
振
興
課
商
工
観
光
係

　

☎
2
8
2
-1
6
0
7

　

県
と
県
観
光
連
盟
で
つ
く
る
熊
本
県
総
合

観
光
案
内
サ
イ
ト「
な
ご
み
紀
行
」が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
県
内
の
お
す
す
め

観
光
ス
ポ
ッ
ト
、イ
ベ
ン
ト
や
宿
泊
予
約
な

ど
お
出
か
け
観
光
情
報
を
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で

も
新
し
い
情
報
を
よ
り
早
く
提
供
し
て
い
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

総
合
観
光
案
内
サ
イ
ト「
な
ご
み
紀
行
」

http://kum
anago.jp/

▼
問
い
合
わ
せ

　

県
観
光
課

　

☎
3
3
3
-2
3
3
5

　

今
年
も
、鯉
の
ぼ
り
が
空
を
泳
ぐ
季
節
が

近
づ
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、鯉
の
ぼ
り
が

電
線
に
引
っ
か
か
る
と
感
電
の
危
険
性
が
あ

り
ま
す
。
鯉
の
ぼ
り
は
、電
線
の
な
い
安
全

な
場
所
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
釣
り
を
す
る
場

合
も
同
じ
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

万
が
一
、鯉
の
ぼ
り
や
釣
り
糸
が
電
線
に

引
っ
か
か
っ
て
も
、電
柱
や
鉄
塔
に
昇
っ
た

り
、竿
で
つ
つ
い
た
り
せ
ず
に
、九
州
電
力
ま

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

九
州
電
力
㈱
熊
本
東
営
業
所

　

☎
0
1
2
0
-9
8
6
-6
0
4

　

国
際
協
力
機
構
で
は
、平
成
24
年
度
の「
青

年
海
外
協
力
隊
」を
募
集
し
ま
す
。

　

青
年
海
外
協
力
隊
は
、開
発
発
展
途
上
国

の
人
と
生
活
し
て
、自
助
努
力
の
促
進
活
動

を
展
開
す
る
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
派

遣
先
は
、ア
ジ
ア
、ア
フ
リ
カ
、中
南
米
な
ど

約
80
カ
国
に
及
び
ま
す
。
説
明
会
や
選
考
試

験
が
あ
り
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
電
話
で
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
分
野　

▽
農
林
水
産
▽
加
工
▽
保
守

操
作
▽
土
木
建
築
▽
保
健
衛
生
▽
教
育
文

化
▽
ス
ポ
ー
ツ
▽
計
画
・
行
政

▼
応
募
期
間　

4
月
１
日
日
〜
5
月
14
日
月

▼
応
募
資
格　

満
20
歳
〜
満
39
歳
ま
で
の
日

本
国
籍
を
持
つ
人

▼
派
遣
期
間　

▽
１
年
間
〜
2
年
間
の
赴
任

形
態
と
単
身
赴
任
▽
１
カ
月
〜
10
カ
月
程

度
の
短
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▼
待
遇　

往
復
旅
費
、現
地
生
活
費
、住
居
費
、

国
内
手
当
な
ど
を
支
給

▼
応
募
方
法　

応
募
書
類
に
記
入
し
て
、健

康
診
断
書
を
付
け
て
郵
送

▼
応
募
期
限　

5
月
14
日
月

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
市
国
際
交
流
振
興
事
業
団

　

☎
3
5
9
-2
1
3
0

①
種
目　

技
術
海
曹
、技
術
空
曹
免
許
の
部

▼
対
象
者　

20
歳
以
上
の
人
で
国
家
資
格
取

得
者
な
ど

▼
受
付
期
間　

4
月
27
日
金
〜
5
月
18
日
金

▼
試
験
日　

６
月
29
日
金

②
種
目　

技
術
海
上
、航
空
幹
部

▼
対
象
者　

大
卒
で
38
歳
未
満
の
人

▼
受
付
期
間　

4
月
27
日
金
〜
5
月
18
日
金

▼
試
験
日　

7
月
2
日
月

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部

　

☎
0
9
6
4
-2
3
-2
0
4
7

訂
正
と
お
詫
び

　

２
月
号
の
掲
載
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

▼　

㌻「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
」の
氏
名

　
（
誤
）堀
内
親
則

　
（
正
）堀
川
親
則

技
術
幹
部
な
ど
の
自
衛
官
を
募
集

募　

集　

計
量
器
の
定
期
検
査
を
実
施
し
ま
す

運動
問　社会教育課社会体育係　☎282 - 4111

スポーツクラブ会員を大募集

12種目のスポーツに仲間とチャレンジ

　平成24年度フネッピーすこやかスポーツクラブ
（竹内昭剛会長）の会員を募集します。クラブには、
12 種目のスポーツがあります。
　入会した人は、好きな種目を自由に選んで、年齢、
趣味や体力に応じて活動ができます。初心者、体力
をつけたい人、健康が気になる人を大歓迎します。

▼入会手続き
　印かんを持って、フネッピーすこやかスポーツク
ラブ事務局（スポーツセンター内）で申込手続きを
してください。平成23年度会員も更新手続きが必要
となります。
▼会員期間　平成24年 4 月 1 日～平成25年 3 月31日

●スポーツクラブ教室 ●年会費

開催　毎週日曜
時間　10時～12時
場所　カルチャーセンター
対象　子ども～大人

ストレッチ
開催　毎週木曜
時間　19時30分～21時30分
場所　スポーツセンター
対象　小学校高学年以上

バドミントン
開催　毎週土曜
時間　14時～16時
場所　御船小体育館
対象　小学生以下

ミニバスケットボール

開催　毎週日曜
時間　19時～21時
場所　御船中体育館
対象　中学生以上

バスケットボール
開催　毎週木曜
時間　19時30分～21時30分
場所　スポーツセンター
対象　小学校高学年以上

ショートテニス
開催　毎週土曜
時間　18時～20時
場所　スポーツセンター
対象　子ども～大人

陸上（ジョギング、ウォーキング）

開催　毎週日曜
時間　19時～21時
場所　スポーツセンター
対象　小学生～大人

水泳
開催　毎週金曜
時間　18時～20時
場所　スポーツセンター
対象　子ども～大人

ソフトテニス
開催　毎週土曜
時間　18時～20時
場所　沖田弓道場
対象　中学生以上

弓道

開催　毎週木曜
時間　10時～12時
場所　スポーツセンター
対象　小学校高学年以上

ストレッチ
開催　第1～3土曜
時間　10時～11時30分
場所　カルチャーセンター
対象　大人

太極拳
開催　毎週土曜（月3回以上）
時間　19時～22時
場所　沖田弓道場
対象　中学生以上

卓球

大人（高校生以上）
6,000円

子ども（中学生以下）
5,000円

個人

3人まで
10,000人

4人目からは1人
3,000円

ファミリー
鯉
の
ぼ
り
は
安
全
な
場
所
に
設
置
を

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
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西
田　

秋
重
様
（
七　

滝
）　

ユ
キ
ヱ
様

松
﨑　

護　

様
（
木　

倉
）　

セ
イ
子
様

前
田　

敏
雄
様
（
木　

倉
）　

美
枝
子
様

溜
渕　

義
樹
様
（
七　

滝
）　

キ
ク
エ
様

西
山　

明
男
様
（
上　

野
）　

モ
モ
エ
様

松
本
千
惠
子
様
（
高　

木
）　

マ
ツ
ヱ
様

増
岡　

壽
則
様
（
高　

木
）　

セ
ツ
子
様

【
一
般
寄
付
】　

山
川　

長
行　
　
　
　
　

様
（
滝　

川
）

▼
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ

キ
ッ
チ
ン
ふ
じ　
　
　
　

様
（
滝　

川
）

と
ら
や　

福
寿
亭　
　
　

様
（
滝　

川
）

▼
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会 

 

（
２
月
18
日
／
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
）

①
木
倉
１
②
古
閑
原
③
田
代
西
部

▼
第
7
回
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
兼　

高
松
杯
大
会 

 

（
2
月
24
日
／
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

　

▽
髙
松
杯　

①
中

洋
子

　
　
　
　
　

②
宮
部
隆
佐
③
本
田　

誠

【
赤
コ
ー
ト
】①
宮
部
隆
佐
②
大
分
福
一

③
村
井　

誠
④
中
内
信
義
⑤
西
村
孝
光

【
青
コ
ー
ト
】①
本
田　

誠
②
木
野
隆
介

③
宮
部
禮
子
④
田
代
美
惠
子
⑤
内
田
友
義

【
黄
コ
ー
ト
】①
中

洋
子
②
中
　

勲

③
阪
本
ミ
ス
エ
④
村
木
恒
雄
⑤
江
原
武
人

▼
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ

　

人
事
院
九
州
事
務
局
第
二
課
試
験
係

 

☎
0
9
2
-4
3
1
-7
7
3
3

▼
菜
の
花
部
会
様（
増
田
英
宏
部
会
長
）

　

3
月
１
日
、町
内
の
小
中
学
校
7
校
の
学

校
給
食
に
役
立
て
よ
う
と
、菜
の
花
27
㌔
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
で
3
回
目
。
同
部

会
は
、平
成
21
年
に
設
立
さ
れ
て
、部
会
員
14

人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、菜
の

花
の
生
産
は
畑
２
㌶
に
作
付
け
し
て
、出
荷

量
は
約
3
㌧
に
上
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、寄
贈
さ
れ
た
菜
の
花
は
3
月
2
日
、

菜
の
花
和
え
に
調
理
し
て
学
校
給
食
で
提
供

さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
【
香
典
返
し
】

　

（
ご
芳
名
）　

（
住
所
）　

 

（
故
人
）

山
下　
　

二
様
（
辺
田
見
）　

一　

雄
様

本
田　

幸
一
様
（
上　

野
）　

弘　

子
様

佐
野　

誠
志
様
（
高　

木
）　

登
代
美
様

三
浦　

千
春
様
（
木　

倉
）　

宗　

春
様

永
田
ア
ツ
子
様
（
高　

木
）　

伊
津
碓
様

河
内
ツ
ヨ
子
様
（
高　

木
）　

清　
　

様

問い合わせ
　御船警察署交通課
　☎282‒1110
　役場総務課地域・防災係
　☎282‒1111

問い合わせ
　御船警察署交通課
　☎282‒1110
　役場総務課地域・防災係
　☎282‒1111

問い合わせ
　御船警察署交通課
　☎282‒1110
　役場総務課地域・防災係
　☎282‒1111

寄　

付

大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

善
意
の
輪

　

平
成
23
年
中
に
県
下
で
発
生
し
た
人

身
事
故
は
9
1
1
件
（
死
者
11
人
、
負

傷
者
1
1
4
1
人
）
と
昨
年
よ
り
増
加

し
て
い
ま
す
。
今
年
は
見
通
し
の
良
い

直
線
道
路
で
の
「
追
突
事
故
」「
出
合

い
頭
で
の
事
故
」
が
上
位
を
占
め
て
ま

す
。
今
回
は
、
見
通
し
の
よ
い
直
線
道

路
で
の
事
故
防
止
を
考
え
ま
す
。　
　

　

見
通
し
の
よ
い
直
線
道
路
で
の
事
故

に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
が
考
え
ら
れ

ま
す
。例
え
ば
▼
風
景
、脇
見
、考
え
事
、

漫
然
運
転
で
の
前
方
不
注
意
▼
注
視
を

怠
っ
た
動
静
不
注
視
▼
ブ
レ
ー
キ
の
踏

み
が
弱
い
、
踏
み
遅
れ
の
操
作
不
適―

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
直
線
道
路
で
の
事
故
を
防
ぐ

た
め
の
方
法
と
し
て
❶
し
っ
か
り
前
を

見
て
運
転
す
る
❷
車
間
距
離
を
十
分
に

と
る
❸
運
転
に
集
中
す
る―

な
ど
を
十

分
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

4
月
は
新
入
学
の
時
期
、
黄
色
い
ラ

ン
ド
セ
ル
は
新
１
年
生
の
目
印
で
す
。

十
分
に
注
意
し
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

▼ 交通事故発生状況

※件数は2月末現在で、累計は1月からの数値です。

交通事故 

人身事故

物損事故 

▼ 犯罪発生状況

　犯罪区分

自販機ねらい

車上ねらい

自転車盗難

オートバイ盗難

詐欺

空き巣

累　計

0件

1件

3件

1件

0件

0件

2月中

0件

1件

1件

0件

0件

0件

累　計

7件

52件

2月中

4件

19件

安
心
安
全
の
窓

見
通
し
の
良
い
道
路
も
油
断
大
敵

そ
の
他

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

菜の花を山本孝二町長に代表で贈呈する
田上良子さん㊧

伝承遊びで地域とつながって

  Ｔ opics

 高木保育園（小田芳子園長、69人）で2月24日、園
児と町竹振興会（野口一敏代表）が竹馬作りで交流
しました。伝統文化や昔遊びを伝えることを目的
に取り組まれたものです。同会員の佐方泉さん

（高木）ほか2人が竹馬作りを実演。竹馬が出来上
がるようすを真剣に見入る園児たち。出来上がっ
た竹馬に実際に乗ってみるが思うように乗れず悪
戦苦闘。年長児の上田拓弥くん（高木）は「むずか
しかったけど、練習して乗れるようになりたい」と
話していました。

み
ふ
ね
の
春
を
告
げ
る

　

伝
統
「
種
イ
モ
市
」
開
催

　約370年の伝統を持つ春の風物詩「種イモ市」
が開催されます。主役の種イモは上質で種類も豊
富。野菜の苗や草花類も販売されます。
　4 月15日日には、発動機やハーレーが大集合
するイベントを開催して、伝統市を盛り上げます。
　
◉開催日（全 7回）
　4月 1日日、5日木、10日火、15日日、
　20日金、25日水、30日月
◉時間　8時～ 15時
◉場所　御船橋下河川敷
◉入場　無料

◉問い合わせ　町商工会　☎282-0322

↑大正から昭和の農業で使われ
ていた発動機をよみがえらせ
て、運転会も行います。

←轟音を響きわたらせ、ハーレー
軍団が一堂に集結して、バイ
クの展示を行います。

試　

験　

平
成
24
年
度
国
家
公
務
員
採
用
試
験

院卒者
大卒程度
大卒程度

大卒程度

大卒程度

4月2日月～3日火

4月2日月～3日火

4月2日月～3日火

4月10日火～１１日水

4月29日日

6月10日日

6月10日日

6月17日日

▽総合職

▽皇宮護衛官
▽法務省専門職員（人
間科学）▽財務専門官
▽国税専門官▽食品衛
生監視員▽労働基準監
督官▽航空管制官
▽一般職

受験資格は試験ごとに違います。受付期間は、郵送や持参での日程です。インターネットでの
受付期間は異なります。詳しい内容は、インターネット確認や人事院九州事務局までお尋ねく
ださい。ホームページは「国家公務員試験採用情報ナビ」

職種 試験内容 受付期間 一次試験



睡眠

□　決まった時間に布団にはいる
□　子どもは9～10時間、大人は6～7時間眠っている
□　寝る直前までテレビをみたり
　　ゲームをしたりしていない
□　寝る2時間前に飲んだり食べたりしていない

運動

□　天気の良い日は外で体を動かしている
□　エレベーターより階段を使っている
□　近くへの買い物や用事は歩いていく
□　駐車場はなるべく遠いところを使う
□　家の掃除、家事や手伝いをしている

健
康
へ
の
ヒ
ン
ト
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Monthly  Capricious  MenuChild  Health  Dinosaur Library

恐竜時代への旅

モンタナ州立大学のジャック・ホーナー博士㊨と著者㊧
（平成 23年 9月、カナダアルバータ州ドラムへラー）

　
「
恐
竜
が
子
育
て
を
し
て
い
た
！
」と

い
う
証
拠
が
世
界
で
初
め
て
示
さ
れ
た

の
は
、1
9
7
9
年
の
こ
と
で
す
。そ
の

論
文
は
学
術
雑
誌「
ネ
イ
チ
ャ
ー
」に
掲

載
さ
れ
ま
し
た
。第
一
著
者
は
モ
ン
タ

ナ
州
立
大
学
の
ジ
ャ
ッ
ク
・
ホ
ー

ナ
ー
博
士（
写
真
）。映
画
ジ
ュ
ラ
シ
ッ

ク
パ
ー
ク
の
主
人
公
の
モ
デ
ル
と
な
っ

た
古
生
物
学
者
で
す
。

　

ホ
ー
ナ
ー
博
士
は
、モ
ン
タ
ナ
州
の

シ
ョ
ト
ー
と
い
う
町
で
、小
さ
い
骨
と

卵
の
殻
の
化
石
が
直
径
２
㍍
の
く
ぼ
み

に
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
ま
し

た
。こ
の
化
石
は
マ
イ
ア
サ
ウ
ラ
と
い

う
草
食
恐
竜
の
も
の
で
、そ
の
中
に
は

１１
体
分
の
化
石
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

卵
の
殻
は
丸
い
形
で
残
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、こ
の
く
ぼ
み
は
巣
と
み
ら
れ
、

周
囲
に
は
同
じ
よ
う
な
く
ぼ
み
が
い
く

つ
も
見
つ
か
り
ま
し
た
。く
ぼ
み
の
中
で

見
つ
か
っ
た
恐
竜
は
、太
も
も
の
骨
の
大

き
さ
か
ら
、全
長
約
45
㌢
と
見
積
も
ら

れ
、骨
の
継
ぎ
目
が
十
分
に
つ
な
が
っ
て

い
な
い
こ
と
な
ど
、子
ど
も
の
骨
の
特

徴
も
認
め
ら
れ
ま
し
た
。歯
を
詳
し
く

調
べ
て
み
る
と
、か
な
り
す
り
減
っ
て
い

る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
証
拠
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ

て
み
る
と
、恐
竜
の
子
ど
も
が
集
団
で

巣
の
中
に
と
ど
ま
っ
て
い
て
、エ
サ
を
食

べ
て
い
た
状
況
を
推
理
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

（
文・写
真
／
恐
竜
博
物
館・池
上
直
樹
）

ＤＡＴＡ

モンタナの恐竜
～子育て恐竜マイアサウラ～

第34話

　

健
康
に
な
る
た
め
の
生
活
習
慣
は
、
食

べ
す
ぎ
に
注
意
し
て
、
体
を
動
か
し
、
よ

く
休
養
を
と
る
こ
と
で
す
。
ポ
イ
ン
ト
は
、

こ
の
ど
れ
か
一
つ
だ
け
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
毎
日
の
生
活
で
す
べ
て
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
続
け
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

　

し
か
し
、
無
理
は
禁
物
で
す
。「
や
せ
よ

う
」
と
無
理
す
る
こ
と
で
は
な
く
、「
健
康

に
な
ろ
う
」
と
考
え
な
が
ら
、▽
食
事
▽
運

動
▽
睡
眠―

の
３
つ
を
意
識
し
て
心
地
よ

い
生
活
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
３
つ
の
約
束

保健センターでは、保健師や栄養士が健康相談を行っています　問　保健センター　☎282-1602

生活習慣チェック□
家族みんなで生活習慣病の予防を

食事

□　3食とも規則正しく食べている
□　食べ物の好き嫌いはあまりない
□　1日に必要な食べ物の量を概ねとっている
□　よく噛んで食べている
□　腹八部を心がけている
□　食材の買い物、料理や手伝いをしている

町立図書館　カルチャーセンター１Ｆ 
☎ 282‒0888　休館日／毎週月曜日

L i b r a r y   I n f o r m a t i o n

00K おすすめ  今月の本
暗殺者の森

まってるまってる
近藤薫美子　著

　「まつ」たのしさ、「まっててもら
える」よろこびめぐるきせつのなか
でいつでもどこでもなにかがどこか
でまってるまってる。なにをまって
る。

逢坂　　剛　著

　ヒトラーを暗殺せよ！敗戦目前
のドイツでは、ナチス体制崩壊を
目指すクーデターが進行。大混乱
したベルリンでジャーナリスト尾
形正義は首謀者たちの壮絶な最後
を目に当たりにする。

ゆっくり急ぐ
外山滋比古　著

　生き方の教え。仕事の心得。
ローマ皇帝アウグストゥスの名句
“Festina Lente!”（ゆっくり
急げ）ていねいにやりなさい。拙
速はいけません。矛盾する二つを
結びつける知恵とは？ユーモアと
アイデアの選りすぐり読本。

子育て日記 ☆ 感 謝 ☆

長女・寧々ちゃん  （６歳・中）

長男・大夢く　ん  （３歳・右）

次女・結愛ちゃん（８カ月・左）

ね　ね

ゆ　あ

ひろ  む

　長女、寧々が生まれてから、あっという間
に 6 年が経ち…。当時、何もかもが初めてだ
った子育てが不安で、正直子どもは 1 人でい
いなと思っていました。でも、周囲のおかげ
で、今では元気いっぱいの 3 人の子どもたち
に恵まれました。運動大好きで負けず嫌いな
寧々。寝る直前までおしゃべりしている大夢。
兄弟ケンカをして、私に叱られる 2 人を見て
ニヤっと笑う結愛。それぞれ個性があり面白
いです。ケンカはしてもやっぱり仲良し。ま
だ小さい結愛の面倒を 2 人で一生懸命に見て
くれます。子育てって大変、疲れたなぁ～と
思うこともありますが、子どもたちがくれる
笑顔に夫婦共々、癒されています。そして、
いつも私たちを支えてくれる、じぃじ、ばぁ
ばにも感謝の思いでいっぱいです。寧々、大
夢、結愛これからも笑顔いっぱいの仲良し家
族でいようね♪

（文・写真／御船・山下幸美お母さん）

本を無料でプレゼントします
　町立図書館の古くなった本を無料で差し上げます。小
説、教養書、児童書などを中心に約300冊をご用意してい
ます。
　この機会にぜひお越しください。
▼期間　3月 27 日火～ 30 日金
▼時間　9時 30 分～ 17 時
▼場所　カルチャーセンター1階ホワイエ
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今年は3年に一度の固定資産税評価替えのため、
4月の納税はありません

あんしん納税

溜　
　

結　

菜

平
野　

笑　

愛

小
林　

夕　

真

田
中　

佑　

汰

隈
部　

佳　

音

増
永　

あ　

い

大
場　

勇　

輝

川
端　

二　

湖

津
川　

恭　

士

山
田　

煌　

士

町
に
届
出
の
あ
っ
た
希
望
者
の
み
を
掲
載

ゆ
い        
な

 

え          

あ

 

ゆ          

ま

ゆ
う        

た

 

か         

の
ん

 

ゆ
う        

き

 

に          

こ

き
ょ
う     

し

あ
き        

と

滝　

尾

七　

滝

豊　

秋

七　

滝

滝　

川

辺
田
見

豊　

秋

滝　

川
陣

滝　

尾

芳　

成

順　

也

勇　

太

貴　

典
慈

辰　

雄

祐　

哉

修　

二

聡
一
朗

五　

郎

の 

う
ご
き

人氏　

名　
　
　

  

保
護
者　

  

住　

所

うぶごえ
2
月
1
日
〜
2
月
29
日
届
出
分 

（
敬
称
略
）

東経　130 度 48 分
北緯　 32度 42分
面積　99.0 ㎞²
町木　もっこく
町花　ふじ

人口　（平成 24年2月末現在）
　　　　　　　　　　 前月比
人口　（平成 24年2月末現在）
　　　　　　　　　　 前月比
人口　（平成 24年2月末現在）
　　　　　　　　　　 前月比

DATADATA

恐竜の郷　御船町
きょうりゅう    　さと　　    み  ふね まち

高齢化率  27.9％
※高齢化率は、65歳以上の人が
　人口に占める割合です。

町長室

Mifune Town

Kumamoto

1日日

1日日

8日日

15日日

22日日

29日日

30日月

よしむら内科循環器科医院

古閑整形外科胃腸科医院

からしま小児科医院

山地外科胃腸科医院

笹原外科胃腸科医院

のぐち皮ふ科

榊田外科医院

☎235-7773 

☎284-2010

☎235-6333

☎237-0003

☎282-0070

☎237-4112

☎282-6363

休日当番医

お出かけ情報

くらしの保健 4月
卯月

元気クラブカレンダー
10日火

17日火

16日月

19日木

9日月

20日金

12日木

13日金

18日水

11日水

場所：御船町憩いの家／時間：10時～12時

場所：滝尾公民館／時間：10時～12時

場所：水越公民館／時間：10時～12時

場所：木倉公民館／時間：10時～12時

場所：下高野公民館／時間：10時～12時

場所：陣多目的集会所／時間：10時～12時

場所：七滝公民館／時間：10時～12時

場所：上野公民館／時間：10時～12時

場所：田代東部公民館／時間：10時～12時

場所：北田代公民館／時間：13時30分～15時30分

【御船、辺田見、滝川】

【滝尾】

【水越】

【木倉】

【高木】

【小坂、陣、豊秋】

【七滝】

【上野】

【田代東部】

【田代西部】

問 保健センター　☎282‒1602

※地域ごとに、開催日などを掲載しています。

問 町社会福祉協議会　☎282‒0785

I N FOR M A T ION

✂
（
キ
リ
ト
リ
線
）

2月の主なうごき

宮
﨑　

尚　

文

鶴
村　

武　

大

山
下　

剛　

士

渡
邉　

景　

輔

上　

野

辺
田
見

辺
田
見

滝　

川

熊
本
市

熊
本
市

滝　

尾

多
良
木
町

氏
名　
（
旧
姓
）　  

婚
姻
日　

 

住　

所

むすばれ

みんなでつくる町の基本条例
　町の基本条例制定に向けてスタートしました。
2月26日に開催したシンポジウムでは、町民の皆
さまの参加ありがとうございました。「なぜ、条例
をつくる必要があるのか」「どのように作っていく
のか」といった疑問、制定する過程での課題など、
パネラーの皆さまにより、意見が集約できたと思
います。今回は、全国から自治体職員も参加をい
ただきました。大会終了後には、講師を囲んだ情
報交換会を企画して、水前寺菜料理を中心に御船
の手料理で舌鼓みを打ちながら、終始笑顔の対話
ができました。御船町には多くの財産がありま
す。先輩たちの実績に感謝して、私たちがこれか
らの御船町の未来を創っていきましょう。

1日

3日

5日
7日

8日

9日

10日

11日

13日
14日

15日

16日

17日

18日

20日

21日

23日
24日

25日
26日

27日

29日

九州中央自動車道熊本・宮崎
両県合同提言活動（～2日）。
町消防団正副団長分団長会
議。
万ヶ瀬区総会。
上野公民館維持管理の検討
会と宮部鼎蔵没150回忌の
検討。
上益城消防組合管理者会
議・定例議会。大分県九重町
議会と鹿児島県南大隅町議
会からの視察研修。県企業
立地課との協議。
滝尾小で交流給食会。水の
国くまもとシンポジウム
「未来へつなぐくまもとの
大切な水」。
町民生委員・児童委員協議
会定例会と民生委員委嘱状
交付。
御船町老人クラブ大会。認
定農業者認定証授与。
郡市対抗熊日駅伝の郡選手
団結団式。
マニフェストヒアリング。
御船町甲佐町衛生施設組合
管理者会議・議会。職員との
意見交換会。

益城町および御船町中小学
校組合議会定例会。介護
フォーラム。
総合計画審議会。「健康いき
いき御船町」政策会議。嘱託
員会定例会。
マニフェストヒアリング。
御船地区衛生施設組合管理
者会議・議会。御船小で学力
充実研究推進校研究発表会。
マニフェストヒアリング。
全国薬草シンポジウム
2012in玉名。
自治基本条例シンポジウム
の打ち合せ会。
廃棄物処理施設視察研修
（～22日）。
第13回町議会。
上益城広域連合議会。町指定
管理者候補者選定委員会。
木倉小PTA歴代会長会。
町自治基本条例シンポジウ
ム・講師との意見交換会。
モンタナ州立大付属ロッ
キー博物館から化石の標本
化作業で来町。
行政改革本部会議。総合計
画審議会。

1･

31
1･

31
2･

2
2･

3
2･

5
2･

6
2･

7
2･

11
2･

14
2･
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2･
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2･
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2･

20
2･

20
2･

22
2･

23
2･

27
2･

27

氏　

名　
（
年
齢
）  

死
亡
日  

住　

所

おくやみ
佐
野
登
代
美

松
下　

逸
治

淺
井　

和
子

松
﨑
セ
イ
子

永
田
伊
津
碓

河
内　
　

清

石
坂　

綱
丸

西
田
ユ
キ
ヱ

溜
渕
キ
ク
エ

前
田
美
枝
子

川
元　

一
子

増
岡
セ
ツ
子

荒
木
ト
ヨ
子

西
山
モ
モ
ヱ

梅
田
ミ
サ
子

長
野　

敦
子

須
藤
ア
ヤ
子

𠮷
澤　

義
春

（
63
歳
）

（
79
歳
）

（
69
歳
）

（
84
歳
）

（
72
歳
）

（
88
歳
）

（
77
歳
）

（
94
歳
）

（
98
歳
）

（
86
歳
）

（
64
歳
）

（
76
歳
）

（
99
歳
）

（
90
歳
）

（
68
歳
）

（
80
歳
）

（
84
歳
）

（
84
歳
）

高　

木

上　

野

木　

倉

木　

倉

高　

木

高　

木

豊　

秋

水　

越

七　

滝

木　

倉

田　

代

高　

木

辺
田
見

上　

野

七　

滝

高　

木

木　

倉

上　

野

消防団通常点検

日時　4月1日日　9時～15時
場所　御船中グラウンド
内容　今年は2年に一度の小型ポンプ操法競技

が開催されます。9つの分団を代表する精
鋭たちが出場。上益城郡消防大会への出
場2枠を目指します。このほかにも、保育
園児の幼年消防隊と、消防団員の通常点
検も見逃せません。

問い合わせ　役場総務課地域・防災係　   
　　　　　　☎282-1111

2・2
2・11

2・22
2・23

※変更となる場合がありますので、電話で必ずご確認ください。 シンポジウム終了後、北川正恭教授を囲んでの情報交換会

保健カレンダー

※会場は、すべて保健センターとなります
問 保健センター　☎282‒1602

　　　　　　　　　　 前月比
男　　 8,598 人 （－２ 人）
女　　 9,476 人 （－７ 人）
計　 18,074 人 （－９ 人）
世帯数 6,965世帯（－３世帯）

（
坂
井
）美　

枝

（
宮
本
）容　

子

（
迫
）　

舞　

華

（
南
條
）め
ぐ
み

小型ポンプ操法競技で火点めがけてホースを延長
する郷土の守護神

【三種混合予防接種】

【BCG予防接種】

【7カ月児健診】

【4カ月児健診】

【3歳児健診】

【フッ素塗布】

【10カ月児相談】

【育児相談日】

【3歳児健診】

【母子健康手帳交付】

【健康相談】

6日金

10日火

11日水

11日水

11日水

11日水

24日火

24日火

25日水

毎週月曜

常　時

※事前に電話予約が必要です。

※事前に電話予約が必要です。

対象者：生後3～90カ月未満／受付：13時～13時45分

対象者：生後3～6カ月未満／受付：13時～13時45分

対象者：H23.8月生／受付：9時

対象者：H23.11～12月生／受付：10時

対象者：H21.1月生／受付：13時

対象者：1～4歳／受付：14時30分～15時30分

対象者：H23.6月生／受付：9時30分

対象者：妊婦・産婦・乳幼児／受付：13時30分～14時

対象者：H21.2月生／受付：13時

対象者：妊婦／受付：13時30分～15時30分

受付：8時30分～17時15分(土･日･祝日は除く)

24日火

23日月

26日木

27日金

25日水
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Special
Topics

2

高木地区下高野民生委員

木村みち子さん（高木・60歳）

「
生
き
る
力
を
支
え
る
」 地域

母を在宅で介護する

橋本　純子さん（木倉・66歳）

「
母
の
笑
顔
と　
　
　
　

　
　
　

誇
り
を
大
切
に
」 家族

◉認知症
脳細胞の働きが悪くなって起きる病気。症状は、もの
忘れ、場所や人がわからなくなる、理解力の低下など。
主にアルツハイマー病と、脳血管性認知症がある。

28

認知症になっても
ずっとこのまちで
認知症になっても
ずっとこのまちで

誰にでも起こり得る病気「認知症」。現在、85歳以上の 4 人に 1 人は認知症
の症状があるといわれ、町でも認知症の人が増えることが予想されています。
今回、認知症フォーラムでの在宅介護、地域や町社協の取り組みにスポット
を当て、誰もがいきいきと暮らしていける、支え合うまちづくりを考えます。

Forum

ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
ヘ
ル
パ
ー
と
の
打

ち
合
わ
せ
な
ど
、
自
宅
で
生
活
が

出
来
る
よ
う
に
準
備
を
し
ま
し
た
。

の
仕
事
を
し
て
8
年
に
な
り

ま
す
。
高
齢
者
、
障
害
者
の

れ
が
と
て
も
う
れ
し
く
、
活
動
の

支
え
に
な
っ
て
い
ま
す
。

族
の
手
助
け
に
な
れ
ば
と
昨

年
7
月
、
地
区
の
区
長
や
役

員
に
呼
び
か
け
て
、
災
害
時
要
援

護
者
対
象
リ
ス
ト
作
り
、
小
地
域

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
見
守
り
隊

の
結
成
を
訴
え
ま
し
た
。
皆
さ
ん

と
て
も
協
力
的
で
ど
ん
ど
ん
輪
が

広
ま
り
、
元
気
ク
ラ
ブ
や
サ
ロ
ン

の
サ
ポ
ー
タ
ー
、
消
防
団
、
各
団

体
で
、
対
象
者
と
支
え
る
側
の
人

が
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。

社
協
に
も
見
守
り
隊
を
申
請
し
て

緊
急
安
心
カ
ー
ド
を
作
成
し
、
声

掛
け
見
守
り
を
し
て
い
ま
す
。

一
人
で
は
で
き
な
い
こ
と
で

も
、
区
長
や
地
区
の
皆
さ
ん

を
巻
き
込
ん
で
い
ま
す
。
御
船
町

や
高
木
地
区
に
住
ん
で
て
良
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
よ
う
に
、
サ
ロ
ン

や
元
気
ク
ラ
ブ
で
友
達
の
輪
を
つ

く
り
ま
す
。
楽
し
み
な
が
ら
、
高

齢
者
に
な
っ
て
も
、
認
知
症
に

な
っ
て
も
、
誰
か
が
見
守
り
支
え

て
く
れ
る
よ
う
な
安
心
の
ま
ち
づ

く
り
を
み
ん
な
で
や
っ
て
い
こ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

そ
し
て
、
私
た
ち
自
身
も
安
心

し
て
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

駆
け
つ
け
る
と
意
識
も
な
く
体
も

動
か
な
い
状
態
に
。「
つ
ら
い
別

れ
な
の
か
」
と
頭
を
よ
ぎ
り
ま
し

た
。
何
度
も
見
舞
い
に
行
く
う
ち

に
、
少
し
ず
つ
回
復
さ
れ
、
リ
ハ

ビ
リ
病
院
に
転
院
。
車
い
す
で
移

支
え
に
な
ろ
う
、
生
き
る
力
を
支

え
よ
う
と
活
動
し
て
い
る
と
大
変

な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
あ
る
と

き
か
ら
一
筋
の
光
が
差
し
込
ん
だ

み
た
い
に
明
る
い
表
情
を
み
せ
て

く
だ
さ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ

動
で
き
る
程
度
に
な
り
ま
し
た
。

「
住
み
慣
れ
た
家
に
帰
り
た
い
」

と
本
人
の
意
志
が
強
く
、
町
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
を
取

り
ま
し
た
。
自
宅
の
掃
除
、
段
差

の
工
事
、
ベ
ッ
ド
搬
入
、
ケ
ア
マ

木
地
区
下
高
野
は
、
御
船
町

で
一
番
世
帯
数
が
多
い
地
域

で
す
。
高
齢
者
だ
け
の
世
帯
も
多

く
、
毎
月
72
軒
の
声
掛
け
訪
問
を

し
て
い
ま
す
。
最
初
は
地
域
の
こ

と
も
、
地
理
も
、
人
も
わ
か
ら
ず

な
じ
む
ま
で
は
大
変
で
し
た
。

　
「
ま
だ
声
掛
け
し
て
心
配
し
て

も
ら
う
ご
つ
年
取
っ
ち
ゃ
お
ら
ん

け
ん
、
来
ん
で
よ
か
ば
い
」「
あ

た
た
ち
も
暇
な
」
と
言
わ
れ
た
り

し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
め
げ
ず
に

訪
問
を
続
け
ま
し
た
。そ
の
う
ち
、

「
も
う
帰
る
と
ね
」「
お
茶
飲
ん
で

行
っ
て
」
と
か
、
井
戸
端
会
議
に

入
っ
て
話
を
し
た
り
し
て
い
ま
し

た
。
今
で
は
、
見
守
り
家
庭
訪
問

が
楽
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
お

互
い
笑
顔
で
言
葉
を
交
わ
し
合
う

こ
と
が
、
い
つ
の
間
に
か
楽
し
く

な
っ
て
い
た
の
で
す
。

動
の
中
で
体
験
し
た
も
の
に

は
、
二
人
暮
ら
し
だ
っ
た
ご

夫
婦
が
連
れ
合
い
を
亡
く
さ
れ
た

と
き
、
寂
し
い
姿
を
目
の
当
た
り

に
し
ま
し
た
。
そ
の
数
年
後
、
後

追
い
す
る
よ
う
に
亡
く
な
ら
れ
、

本
当
に
つ
ら
い
も
の
も
あ
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
昨
年
、
私
が
経
験
し
た

こ
と
で
す
。
身
寄
り
の
な
い
一
人

暮
ら
し
の
人
が
救
急
入
院
さ
れ
、

高活

こ

家私

ら
、
１
日
１
回
は
顔
を
見
せ
る
よ

う
に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
隣
の

奥
さ
ん
は
い
つ
も
夕
方
に
な
る

と
、
そ
っ
と
の
ぞ
い
て
く
だ
さ
い

ま
す
。
こ
の
存
在
が
ど
ん
な
に
私

の
肩
を
軽
く
し
て
く
れ
て
い
る
こ

去
の
出
来
事
が
吹
き
出
し
て
き
ま

す
。
認
め
て
ほ
し
い
と
い
う
お
母

さ
ん
の
気
持
ち
に
家
族
に
で
き
る

こ
と
は
『
感
謝
』
で
す
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。90
年
間
人
一
倍
働
き
、

80
代
に
な
っ
て
も
家
事
を
受
け
持

ち
、
家
族
を
支
え
て
き
た
私
を
認

め
て
と
い
う
叫
び
で
す
。

　

母
は
、「
私
は
ま
だ
、
何
も
世

話
に
は
な
っ
と
ら
ん
。
あ
り
が
た

い
」
と
よ
く
言
い
ま
す
。
そ
れ
が

母
の
誇
り
で
、
母
の
誇
り
を
支
え

ら
れ
る
こ
と
が
、
私
た
ち
の
願
い

で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
自
分
の

心
を
み
つ
め
続
け
て
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

は
今
年
の
正
月
も
、
車
い
す

で
買
い
物
に
つ
い
て
い
き
ま

し
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
人
へ
の

お
歳
暮
も
全
部
つ
い
て
行
き
、
あ

い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。
外
出
の
と

き
は
必
ず
遠
回
り
を
し
て
、
自
分

の
畑
を
見
て
、
昔
住
ん
で
い
た
集

落
の
道
を
通
っ
て
帰
り
ま
す
。
昔

住
ん
で
い
た
地
域
の
人
た
ち
は
い

つ
も
快
く
迎
え
て
、「
マ
サ
子
お

ば
さ
ん
」
と
母
を
囲
ん
で
昔
話
に

花
が
咲
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
地
域
の
暖
か
い
ま

な
ざ
し
の
な
か
で
一
日
一
日
を
喜

び
、
安
ら
ぎ
の
時
間
で
満
た
し
て

あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

難
し
く
、
感
情
的
に
な
っ
た
り
落

ち
込
ん
だ
り
し
て
い
ま
し
た
。

情
的
に
な
っ
て
母
と
け
ん
か

に
な
り
そ
う
に
な
る
と
き
、

妹
に
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
発
信
し
ま
す
。「
お

と
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

か
り
つ
け
の
病
院
で
紹
介
し

て
も
ら
っ
た
精
神
科
の
先
生

は
、「
認
知
症
の
人
は
忘
れ
た
い

け
れ
ど
、
忘
れ
ら
れ
な
い
辛
い
過

母
さ
ん
に
電
話
し
て
。
声
を
聞
か

せ
て
や
っ
て
」
と
。
妹
の
声
を
聞

く
と
母
は
、
今
ま
で
の
こ
と
は

す
っ
か
り
忘
れ
て
、
ご
機
嫌
に
な

り
ま
す
。
妹
は
、「
私
は
リ
ポ
ビ

タ
ン
Ｄ
み
た
い
ね
」
と
笑
い
な
が

の
母
は
92
歳
、
生
ま
れ
も
育

ち
も
木
倉
で
す
。
80
歳
後
半

ま
で
、
自
転
車
で
買
い
物
に
行
っ

て
い
ま
し
た
。

　

体
が
不
自
由
に
な
っ
た
の
は
、

約
４
年
前
。
庭
で
尻
餅
を
つ
い
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
だ
ん
だ
ん

歩
け
な
く
な
り
、
杖
が
必
要
に
な

り
、
家
事
も
畑
仕
事
も
思
う
よ
う

に
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
、
私
た
ち
の
た
め
に
夕
食
の

準
備
を
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
１
年
経
っ
た
頃
、
認
知

症
の
よ
う
な
様
子
が
見
え
は
じ

め
、
私
の
職
場
に
電
話
を
掛
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
も
う
母

の
側
に
い
な
く
て
は
い
け
な
い
」

と
思
い
、
仕
事
を
辞
め
ま
し
た
。

所
の
友
人
に
誘
わ
れ
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
に
行
き
は
じ
め
ま

し
た
が
、
１
カ
月
で
や
め
て
し
ま

い
ま
し
た
。「
家
に
お
れ
ば
す
る

こ
と
は
い
っ
ぱ
い
あ
る
」
と
母
は

言
い
ま
す
。
母
は
お
せ
っ
か
い
な

程
に
親
切
な
人
で
し
た
が
、
別
人

の
よ
う
に
意
地
悪
な
人
へ
変
わ
っ

て
い
き
ま
し
た
。
近
所
の
人
か
ら

の
親
切
を
拒
否
し
て
、
い
じ
わ
る

や
皮
肉
を
言
っ
た
り
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
一
日
中
続
く
母
の

勘
違
い
や
妄
想
。
自
分
の
心
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
は
と
て
も

私

感

近

か

母

◉認知症になっても安心のまちづくりフォーラム／２月15日（水）／カルチャーセンター／町主催／町社会福祉協議会共催
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「
目
配
り
気
配
り
の

   　
　
　

   

福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

◉Profile
たかの・かずみ
国立信州大学大学院卒。NPO法人
Osaka21理事長、国際生涯学習研究
財団理事などを務める。老人デイケ
アの創設者としても知られる。「袋
小路の向こうは青空」「地域医療福祉
システムの構築」など著書多数

「
認
知
症
は
風
邪
と
同
じ

      

お
せ
っ
か
い
を
や
け
る
町
に
」

　町社協では、地域の支え合いをお手伝いする事業として、見
守りネットワークや地域サロンを展開しています。見守りネ
ットワークは、各地域の高齢者を見守りタイが声掛けや訪問を
行う活動です。地域サロンは、嘱託区単位で体操や茶話会で交
流を図ります。緊急安心カードの設置（写真右）も呼びかけて、
地域にあった支え合いの方法を一緒に考えます。詳しい内容
は、電話でご連絡ください。

▼問い合わせ
　町社会福祉協議会　☎282-0785

　町では、平成23年度に認知症対策推進事業として、認
知症サポーターの養成、家族の集い（写真左）、認知症に
強い脳を作るパソコン教室などを行っています。平成
24年4月からは、認知症施策総合推進事業で、もの忘れ
や地域巡回の相談にも力を入れて、安心して暮らせるま
ちづくりをサポートしていきます。認知症のことでお
悩みの人は、まずは電話でご相談ください。

▼問い合わせ
　町地域包括支援センター（役場福祉課内）☎282-2911

社協包括

　七滝中央小学校（村上孝利校長、72人）で2
月20日、認知症の学習会が開かれました。こ
れは町地域包括支援センターが主催。認知症
への正しい理解などを目的に、町内すべての小
中学校で開いているものです。講師は、老人総
合福祉施設グリーンヒルみふねの吉本洋施設
長が務め、認知症という病気、絵本を使った朗
読、接し方などについて話しました。受講後に
は、認知症サポーターの証となるオレンジリン
グが児童たちに手渡されていました。

教
育
現
場
で
認
知
症
へ
の
理
解
図
る

　認知症は、その人にとっては
とても大変なことです。家族に
世話もかけるけど、家族だから
大切な人だと思いました。私も
もの忘れしたことがあるから、
そのことを思い出して、認知症
の人の気持ちになれたらと思い
ます。学習を振り返って、やさ
しく声を掛けたり、一緒に行動
をとったり、たくさん話しかけ
れたらいいなって思います。

　認知症は、もの忘れや、人と話
せなくなったりする少し寂しい
病気だと感じました。道に迷っ
たりしたことを思い出すと、認
知症のことがよく分かると思い
ます。これからは、地域の人に
も自分からあいさつをして、進
んで会話することを心がけます。
勉強したことを家族や、周りの
人に伝えて、認知症の人たちを
助けてあげたいです。

30

い
つ
も
と
違
う
、ち
ょ
っ
と
し
た
、

小
さ
な
こ
と
に
気
付
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。そ
の
小
さ
な
気
づ
き
が
、

お
お
ご
と
を
未
然
に
防
い
だ
り
、

早
め
の
手
立
て
を
考
え
る
き
っ
か

け
と
な
り
ま
す
。

要
な
こ
と
は
、
何
か
に
気

づ
い
た
と
き
、
誰
か
が
、

ど
こ
か
へ
連
絡
す
る
こ
と
が
大
事

で
す
。こ
の
と
き
、緊
急
安
心
カ
ー

ド
、
見
守
り
活
動
や
連
絡
会
を
通

し
て
意
識
し
て
い
ま
す
か
ら
、
連

絡
も
ス
ム
ー
ズ
に
い
き
ま
す
。
緊

急
安
心
カ
ー
ド
は
、
家
の
中
に
置

い
て
も
ら
い
、「
救
急
車
を
呼
ば

な
ん
」「
家
族
に
連
絡
せ
な
ん
」

な
ど
、
緊
急
時
に
は
、
本
人
以
外

で
も
カ
ー
ド
を
見
れ
ば
必
要
な
と

こ
ろ
に
連
絡
で
き
ま
す
。

域
サ
ロ
ン
も
小
地
域
福
祉

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
環
で

す
。
サ
ロ
ン
活
動
は
、
高
齢
者
の

支
え
合
い
、
ふ
れ
あ
い
、
集
い
の

場
と
し
て
地
域
の
人
た
ち
の
手
で

主
体
的
に
活
動
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
も
、
サ
ロ
ン
で
の
健

康
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
す
。
こ
の
事
業
の
柱
が
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
地
域
サ
ロ
ン
で

す
。
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
は
①
見
守

り
タ
イ
♥
②
地
区
で
の
連
絡
会
③

地
域
サ
ロ
ン
④
緊
急
安
心
カ
ー
ド

―

の
４
つ
。
皆
さ
ん
が
普
段
意
識

せ
ず
に
さ
れ
て
い
る
目
配
り
気
配

り
の
活
動
で
す
。
隣
近
所
と
の
声

の
掛
け
あ
い
、
ふ
れ
あ
い
が
見
守

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
サ
ロ
ン
と

思
っ
て
く
だ
さ
い
。

守
り
活
動
は
、「
電
気
は
つ

い
て
る
か
な
」「
カ
ー
テ
ン

は
空
い
て
る
か
な
」
な
ど
を
気
に

掛
け
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

声
を
掛
け
る
、
定
期
的
に
訪
問
す

る
人
、
そ
っ
と
見
守
る
だ
け
と
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
何
気

な
い
目
配
り
気
配
り
の
な
か
で
、

ど
も
も
、
若
っ
か
も
ん
も
、

減
る
ば
か
り
。増
ゆ
っ
と
は
、

年
寄
り
と
不
安
ば
っ
か
り―

」

　

こ
れ
は
七
滝
地
区
社
協
会
長
の

言
葉
で
す
。
昼
間
、
若
い
人
は
仕

事
に
出
て
高
齢
者
ば
っ
か
り
と
い

う
地
区
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と

き
、
倒
れ
て
も
誰
か
気
づ
い
て
く

れ
る
だ
ろ
う
か
。
認
知
症
に
な
っ

た
ら
ど
う
し
よ
う
か
。
災
害
が
お

き
た
ら
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
ん
な
不
安
を
少
し
で
も
安
心
に

つ
な
げ
る
た
め
、
思
い
を
巡
ら
せ

た
も
の
が
小
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
す
。

社
協
に
は
、
地
域
の
支
え
合

い
と
、
そ
の
仕
組
み
作
り
を

お
手
伝
い
す
る
小
地
域
ふ
れ
あ
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
事
業
が
あ
り

見

「
子

地

重

◉認知症になっても安心のまちづくりフォーラム／２月15日（水）／カルチャーセンター／町主催／町社会福祉協議会共催

町社会福祉協議会

木下美千代さん

七滝中央小6年

𠮷本奈那子 さん（田代）

七滝中央小6年

木村　隼斗 さん（七滝）

福祉

本
で
一
番
の
福
祉
の
ま
ち

は
、
北
海
道
本
別
町
で
す
。

こ
こ
で
は
、
認
知
症
に
な
っ
た
人

は
登
録
し
ま
す
。
町
民
は
登
録
さ

れ
た
人
を
笑
い
者
に
す
る
わ
け
で

も
な
く
、大
事
に
し
て
く
れ
ま
す
。

風
邪
を
引
く
こ
と
と
認
知
症
は
同

じ
で
す
。
た
だ
の
病
気
で
す
か
ら

ね
。
だ
か
ら
、
み
ん
な
で
守
っ
て

い
こ
う
っ
て
。

　

認
知
症
の
家
族
が
い
た
ら
、「
私

が
3
時
間
か
わ
る
か
ら
、
昼
寝
し

た
ら
」
と
言
っ
て
く
れ
る
人
が
い

て
く
れ
た
ら
、
ど
れ
ほ
ど
い
い
で

し
ょ
う
。
そ
う
い
う
こ
と
が
当
た

り
前
に
で
き
る
よ
う
に
な
る
に

は
、
お
せ
っ
か
い
を
や
い
て
く
だ

さ
い
。
お
せ
っ
か
い
を
や
く
こ
と

が
お
か
し
な
こ
と
じ
ゃ
な
い
、
そ

ん
な
町
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
が

い
い
で
す
ね
。

　

認
知
症
を
理
解
し
て
、
お
互
い

さ
ま
の
関
係
で
守
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
そ
う
し
た
ら
、
袋
小
路

の
向
こ
う
に
青
空
が
チ
ラ
ッ
と
で

も
見
え
た
ら
、
大
き
な
支
え
に

な
っ
て
く
れ
ま
す
。
そ
ん
な
青
空

を
み
ん
な
で
見
せ
る
よ
う
に
工
夫

を
し
て
い
く
、
そ
ん
な
町
に
な
っ

て
く
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

何
よ
り
重
要
で
す
。

は
調
査
を
し
ま
し
た
。
認

知
症
の
人
に
誰
が
一
番
に

気
づ
い
た
の
か
を
。
そ
れ
は
幼
な

じ
み
で
す
。
近
所
の
人
も
最
初
に

気
づ
き
ま
す
が
、
家
族
に
言
う
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
手
遅

れ
に
な
っ
て
い
く
ん
で
す
。

　

御
船
町
が
使
っ
て
い
る
緊
急
安

心
カ
ー
ド
は
、
も
の
す
ご
く
い
い

で
す
ね
。
気
が
つ
い
た
人
が
カ
ー

ド
を
持
っ
て
「
○
○
さ
ん
を
見
て

く
れ
ま
せ
ん
か
」
と
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
ら
。
ず
っ
と
一
緒
に

育
っ
て
き
た
地
区
の
人
が
わ
か
ら

な
く
な
っ
て
い
く
の
を
黙
っ
て
見

て
い
る
だ
け
で
な
く
、
町
や
町
社

協
に
伝
え
ら
れ
る
仕
組
み
を
つ

く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

知
症
の
人
を
抱
え
て
し
ま
っ

た
家
族
は
、
袋
小
路
に
は

ま
っ
た
よ
う
に
出
口
が
見
え
ま
せ

ん
。
日
々
悩
ん
で
、
困
っ
て
、
介

護
を
放
り
出
し
て
し
ま
う
こ
と
に

も
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

認
知
症
は
病
気
で
、
単
な
る
も

の
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
や
っ

た
こ
と
の
一
部
分
を
忘
れ
た
ら
、

そ
れ
は
老
化
で
す
。
意
欲
、
自
発

性
、や
る
気
、注
意
力
が
な
く
な
っ

た
と
感
じ
た
ら
、「
も
し
か
し
た

ら
」
っ
て
思
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

認
知
症
は
一
番
近
い
人
に
対
し

て
、
症
状
が
き
つ
く
で
ま
す
。
だ

か
ら
、
世
話
を
し
て
い
る
人
は
戸

惑
い
ま
す
。
だ
け
ど
、
責
め
な
い

で
く
だ
さ
い
。
同
じ
話
は
何
度
で

も
聞
い
て
、
周
り
の
人
も
助
け
て

く
だ
さ
い
。
仲
間
の
助
け
合
い
が

私

認日

鷹野　和美さん

Interview

町
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▼
年
初
め
か
ら
寒
さ
の
厳
し
い
日
々

が
続
き
、春
を
待
ち
遠
し
く
感
じ
て
い

る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
昨
年
の
3
・

11
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
の
月

日
が
経
ち
、改
め
て
一
年
前
の
出
来
事

を
思
い
出
し
ま
し
た
。
時
間
は
流
れ

て
い
る
ん
で
す
ね
…
。
い
ろ
ん
な
こ

と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
、学
ぶ
こ
と
の
多

い
一
年
で
し
た
。
震
災
に
関
連
し
た

励
ま
し
の
お
便
り
も
た
く
さ
ん
届
き

ま
し
た
。
皆
さ
ん
、「
何
か
で
き
な
い

だ
ろ
う
か
」と
い
う
同
じ
思
い
な
ん
で

す
ね
▼
桜
の
花
咲
く
4
月
、新
し
い

始
ま
り
の
予
感
で
す
。
気
持
ち
を
新

た
に
前
を
向
い
て
歩
い
て
い
き
た
い

で
す
ね
。    　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ

▼
東
日
本
大
震
災
の
記
憶
を
風
化
さ

せ
な
い
よ
う
に
と
、県
内
広
報
担
当
者

が
合
同
制
作
し
た「
防
災
特
集
」。
市

町
村
の
枠
を
超
え
、県
民
約
1
8
0
万

人
を
対
象
に
防
災
を
考
え
て
み
ま
し

た
。
自
ら
生
き
る
こ
と
が「
自
助
」、日

頃
の
地
域
交
流
が「
共
助
」と
防
衛
大

学
の
五
百
旗
頭
真
校
長
。
こ
の
言
葉

を
心
の
ど
こ
か
に
、防
災
の
意
識
を
持

ち
続
け
た
い
も
の
で
す
。
大
切
な
人

を
守
る
た
め
に
▼
町
は
中
心
市
街
地

の
整
備
や
憲
法
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。
い
ず
れ
も
、今
よ
り
も
、こ
れ

か
ら
を
見
す
え
た
一
歩
で
す
。
い
よ

い
よ
4
月
。
皆
さ
ん
は
ど
ん
な
一
歩

を
踏
み
だ
し
ま
す
か
。              

○

編

集

後

記

S pecial  T opics
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　春の訪れを告げる「みふね初市」が2月27日と28日の両
日、本町通り一帯で開催され、メーン会場の町商工会館
前は多くの人でにぎわいました。
　上益城郡のトップをきって開かれる名物市は、町商工
会（福味総一郎会長）が主催。初日は、御船中高のロボコ
ン戦士が応援にかけつけて、全国レベルのロボット操作
を実演しました。さらに、熊本県の人気キャラクターで
知られる「くまモン」が初市に登場。御船のヒーロー「ま
もレンジャー」との共演で、ちびっ子たちの視線を独占
して、くまモン体操を来場者と一緒に踊りました。
　歩行者天国となった通り400㍍には、瀬戸物、植木や初
市飴などの露店が軒を連ねて、二日間で1千人以上が足
を運び、昔からずっと愛される伝統市の光景が広がって
いました。

1_ くまモン登場で多くの人だかりができた商工会館前　2_ 本町通りに並べられ
た瀬戸物は品揃えも豊富　3_ お目当ての苗木に足を止めて品定めをする買い物客
4_ 夕方の通りには親子連れを中心に人の波ができた　5_ 買い物客には商工会か
ら感謝のくじ引き抽選でもてなされた

くまモン初市にやってきたモン
みふね初市
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